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開会 午前 ９時２６分 

 

○書記（池上 恵君） おはようございます。 

  ただいまから、予算審査特別委員会を始めさせていただきます。 

  それでは、委員長挨拶、秋山委員長、よろしくお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 改めまして、おはようございます。 

  本日は、予算審査特別委員会の３日目となります。折り返し地点となります。連日、長時

間にわたる審査となっておりますが、引き続き、慎重審議をお願いいたします。 

  それでは、始めさせていただきます。 

  ただいまの出席委員は14名です。定足数に達しておりますので、これより予算審査特別

委員会を開会します。 

  なお、滝川委員、山本委員は欠席の旨の連絡がありましたので、報告します。 

  また、藤原委員は遅刻の旨の連絡がありましたので、報告します。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

○委員長（秋山照雄君） 本日も、昨日に引き続き一般会計歳出の予算の審査を行います。 

  審査に当たり、質疑は一問一答で簡潔にお願いいたします。 

  それでは、審査に入ります。 

  議案第28号 令和５年度甲斐市一般会計予算を議題とします。 

  初めに、４款衛生費、８款土木費並びに13款諸支出金のうち、環境課所管の事業につい

て説明を求めます。 

  望月環境課長。 

○環境課長（望月新路君） 改めまして、おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  環境課関係の令和５年度当初予算、一般会計分につきましてご説明させていただきます。 

  予算説明書につきましては、82ページから87ページ、それから、104、105ページ、136、

137ページになります。予算参考資料につきましては、ナンバー４の６ページからとなります。 

  それでは、予算参考資料により順次説明させていただきます。 

  まず、４款衛生費、２項環境衛生費、１目環境衛生総務費の01環境衛生関係職員費であ
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りますが、大変申し訳ありませんが、「職員11人」とありますが、「12人」に訂正をお願

いいたします。内訳は、環境課８人、脱炭素社会推進室３人、峡北広域行政事務組合派遣職

員１人、合わせて12人の人件費であります。大変申し訳ありませんでした。財源内訳のそ

の他155万4,000円につきましては、狂犬病予防注射済票交付手数料の69万9,000円と犬の登

録手数料84万円、犬抑留手数料１万5,000円を充当しております。 

  次に、ナンバー10一般管理事業につきましては、事務消耗品、郵便料といった環境課関

係の一般事務経費であります。 

  予算説明書は84、85ページになります。 

  ナンバー11環境委員会費でありますが、各自治会から選出をお願いしております環境委

員136人の報酬、運営経費として消耗品や郵便料であります。 

  ナンバー12環境美化事業につきましては、各地区で実施しております一斉河川清掃に係

る消耗品、土砂処理委託、重機借り上げ料等の経費と環境美化活動に対する自治会への補助

金であります。 

  ナンバー13雑草除去対策事業でありますが、市内全域における空き地等に繁茂する雑草

の除去指導に係る郵便代、その他環境課が管理する敷島保健福祉センター南側にあります峡

北広域の焼却灰埋立地の除草除去の委託料であります。 

  ナンバー14狂犬病予防、野犬対策事業につきましては、狂犬病予防関係経費として消耗

品や郵便料、また、ペットの適正飼育関係経費であります。財源内訳のその他財源62万

1,000円につきましては、全額狂犬病予防注射済票交付手数料であります。 

  次に、ナンバー15犬猫不妊去勢手術費助成事業でありますが、犬猫の手術費に対する補

助金と、それに伴う通知のための郵便料であります。 

  なお、県の猫不妊去勢手術費補助金については、令和４年度に限りということで実施され

ておりましたが、県において令和５年度の事業計画について協議されている状況です。その

ため、当初予算の段階では従前の市の要綱の補助金額に戻し、予算を計上しておりますが、

県の動向を踏まえ、継続となった場合は同事業予算で対応し、不足見込額については今後の

補正を考えております。 

  ７ページをお願いいたします。 

  ２目環境保全費になります。 

  ナンバー01環境保全事業につきましては、環境教育・環境研修経費、それから、小学校

５年生を対象とした環境副読本の印刷費等であります。災害時生活用水協力井戸調査につき
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ましては、災害時に上水道が断水等をした場合に、トイレや洗濯などの生活用水について井

戸水を活用し、補うことを目的に、以前作成されて更新されていない井戸台帳を更新するた

め、井戸の状況や災害時に協力いただけるかなどの把握するためにアンケートを郵送するも

のであります。このアンケートの結果に基づいて災害時生活用水協力井戸の登録等について、

防災危機管理課や水道事務所と協議しながら進めたいと考えております。次に、各種環境監

視測定検査委託料は、河川や地下水の水質検査や土壌等の検査に関わる経費であります。 

  なお、財源内訳のその他20万円につきましては、企業からの環境事業への寄附金を見込

んでいるものであります。 

  次に、ナンバー02環境審議会費でありますが、環境審議会委員20人のうち関係行政機関

枠の県職員１人を除く19人にお支払いする報酬と郵便料等の運営経費であります。 

  ナンバー03自然保護事業につきましては、敷島地区にある県の自然環境保全区域につい

て、県から監視事業の委託を受けておりますので、その自然監視員１人に対する報酬と巡回

に関わる消耗品であります。財源内訳の４万円につきましては、山梨県から委託金でありま

す。 

  次に、８ページをお願いします。 

  ３項清掃費、１目清掃費になります。 

  予算説明書につきましては、86ページ、87ページになります。 

  ナンバー01一般管理事業（清掃費）につきましては、大久保地区にあります防空ごうの

借用謝礼、転入者へのスプレー缶穴空け器具の購入経費、ごみ収集小屋への表示看板やごみ

収集カレンダーの印刷経費となっております。また、統合型ＧＩＳシステムごみ小屋データ

作成委託につきましては、スマートプロジェクト推進課で進めています行政地図台帳等をデ

ジタル化し、職員間等の情報共有を図るものです。次に、ワンちゃんロード占用物件撤去工

事につきましては、釜無川スポーツ公園内にドッグランが整備されたことにより、ワンちゃ

んロードの廃止を予定しており、釜無川河川敷を占用しております看板等を撤去するもので

す。また、自治会へのごみ収集小屋の新設及び修繕に対する補助金等であります。財源内訳

のその他25万5,000円につきましては、一般廃棄物収集運搬許可申請手数料51件分を充当し

ております。 

  次に、ナンバー02ごみ収集運搬事業でありますが、指定ごみ袋作成経費、一般廃棄物処

理基本計画書等の印刷、一般ごみの収集運搬委託等であります。一般廃棄物処理基本計画書

等印刷につきましては、令和４年度に同計画書の中間見直しを行いましたので、その印刷費
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になります。印刷冊数は100部を予定しております。財源内訳のその他4,183万2,000円につ

きましては、指定ごみ袋の売払い収入であります。 

  ナンバー03自然リサイクル推進事業につきましては、自治会などが行っております有価

物回収やリサイクルステーションでの資源物回収に係る収集・運搬・処理委託経費、また、

リサイクルステーションでの分別指導の作業委託、資源分別回収用品の購入経費等でありま

す。財源内訳につきましては、その他としてリサイクル品の売払い収入等で3,322万2,000

円であります。 

  次に、ナンバー04ごみ減量化運動補助金交付事業につきましては、自治会などへの有価

物回収運動に対する報奨金、奨励金、生ごみの処理機購入補助金として計上しております。 

  ナンバー05剪定枝粉砕処理事業につきましては、燃料・修繕費などの粉砕処理機等管理

経費と粉砕業務委託ということで、シルバー人材センターへの委託経費であります。 

  ９ページをお願いします。 

  ナンバー06廃棄物不法投棄防止事業でありますが、不法投棄監視員30人の謝礼、不法投

棄防止に係る看板など、消耗品や監視カメラの電気料等の経費、それから、回収した不法投

棄物の運搬処理する経費であります。 

  ナンバー07広域事務組合負担金につきましては、中巨摩広域事務組合及び峡北広域行政

事務組合のごみ処理、し尿処理等に関わる負担金、また、境川最終処理場及び山梨西部広域

環境組合に関わる負担金で、合計が10億4,855万9,000円、令和４年度当初予算より１億

5,407万5,000円の増額となっております。 

  予算審議資料の23ページ以降に、中巨摩広域、峡北広域、山梨西部広域の負担金の内訳

について掲載してありますが、時間の関係上、予算参考資料でそれぞれ負担金額と前年度当

初予算との比較を説明いたします。 

  まず、中巨摩広域が３億4,082万円、令和４年度より4,097万4,000円の増額となっており

ます。次に、峡北広域は６億3,337万2,000円で１億1,508万9,000円の増額であります。次

に、境川最終処分場につきましては4,094万7,000円で121万4,000円の減額となっておりま

す。最後に、山梨西部広域は3,342万円で77万4,000円の減額となっております。 

  大幅な増額となった主な要因といたしましては、ごみ処理事業の運営面では、燃料単価や

薬品単価、光熱水費の上昇により増額、それから、施設面では、更新工事、修繕工事が増加

したことが要因と考えられます。 

  次に、ナンバー09バイオマス活用推進事業につきましては、施設の消耗品や光熱水費、
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液肥・堆肥の成分調査委託料、食品残渣の収集や施設の管理運営委託、生ごみ処理機のリー

ス料等であります。生ごみの資源化につきましては、現在肥料化装置が２機あり、小・中学

校の給食残渣に加え、令和４年度からは一般家庭からの生ごみの受入れを増やす取組を行い、

持ち込み量が令和３年度に比べ２倍以上に増え、ごみ減量化の成果がございました。財源内

訳のその他85万5,000円につきましては、この後説明いたします環境保全基金積立からの充

当をしております。 

  10ページをお願いします。予算説明書については104、105ページとなります。 

  ８款土木費、４項都市計画費、３目下水道費、ナンバー02の合併浄化槽事業特別会計繰

出金につきましては、特別会計の合併浄化槽事業に繰り出すものであります。 

  なお、合併浄化槽事業の細かい内容につきましては、16日に行われる特別会計の審査の

際にご説明をさせていただきます。 

  最後になりますが、13款諸支出金、１項基金費、14目環境保全基金費、予算説明書は136、

137ページとなります。 

  ナンバー01環境保全基金積立につきましては、太陽光発電に関わる屋根貸しの使用料と

基金の利子を積み立てているところであり、同額を先ほど説明した９ページのバイオマス活

用推進事業に充当しております。 

  以上、環境課関係の令和５年度当初予算、一般会計分につきましてご説明とさせていただ

きます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。所管は厚生環境常任委員会です。 

  質疑はありませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） ８ページの01一般管理事業（清掃費）の中で統合型ＧＩＳシステム

ごみ小屋データ作成委託いうことであるんですけれども、これはどういうようなデータを集

めて改善していくということなんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切生活環境係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） こちらのＧＩＳ統合型のシステムにつきましては、庁内で

住宅地図をベースに、ごみ小屋の位置情報だったり、その属性、例えば、修繕履歴、どこの

区で使用しているのか、あと写真も載せて庁内で共有して情報共有を図るというものになり
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ます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） すみません。ページ数７番の01環境保全の新しい事業、災害時生活

用水協力井戸の件なんですけれども、これ対象者って、もう既に分かっているんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 井戸台帳というのは10年以上前なんですけれども、つくられて

おりまして、それがそのままもう10数年たって、現在その井戸が存在するかどうかという

のがちょっと不明なところがございますので、今回アンケート的な形で井戸の状況を報告い

ただいて、井戸台帳のほうを整備したいと考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 質問を変えます。 

  ８ページの02ごみ収集運搬事業の中で、指定ごみ収集袋作成経費が今年度と来年度比べ

て約1,900万ほどちょっと違うんですけれども、これについて教えてください。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 今年度につきましては、燃料費等の高騰によりまして当初

予定していた単価で契約ができなかったものですから、１回ちょっと不調になりまして、そ

の後また、単価を見直して入札をした結果、契約はできたんですけれども、その今年度の実

績に倣いまして、来年度も燃料費の高騰を見込んで増額をしております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに何かありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 先ほどの井戸水、これの件でちょっと確認しておきたいと思います。 

  災害のときに電気が通らないということになると、水に窮することになるということで、

我々の地域では井戸、実際に今、使っています。ポンプアップして、四、五軒ですけれども、

継続して使っています。これ長いです。何かあったときには、うちにも発電機が用意してあ
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りますんで、これはガソリンで動きます。それをつないで近隣の皆様の役に立てたらという、

その準備はしているつもりなんですが、ぜひこれ、貴重な水資源を、以前はあったはずなん

ですけれども、我々は自前で検査も出しています。水質に、飲料水に適合するかどうかとい

うこともやっています。ぜひその辺までやっていただけたら、地域の水の確保ということに

はなるかと思いますので、ぜひしっかりした調査をしていただきたい。 

  これが１点と、次に、６ページの雑草除去作業委託料、これ各自治会に、広場等の雑草除

去だと思いますけれども、以前にもお願いしておきましたけれども、除草剤、これラウンド

アップというのが皆さんに親しまれた除草剤だと思いますけれども、ぜひこの商品名で申し

訳ないんですけれども、ラウンドアップ、極力使わないような流れになっていますんで、提

供もしされるんだったら、その除草剤をしっかりとチェック入れておいていただきたいと、

そう思います。 

  それと、もう一点、よろしいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 答弁は要らないですか。 

○委員（金丸 寛君） すみません。答弁、水と、そのラウンドアップ、２つ、順を追ってお

願いします。申し訳ないです。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） まず、災害時の井戸の関係ですけれども、現在、金丸委員のおっ

しゃるとおりのような形で活用ができたらなと考えております。そのために井戸の現在、ど

の場所に、どの程度存在するのか。それと、生活用水として使える井戸なのかについても、

今後調査等をしてまいりたいと考えております。 

  次に、除草剤の関係でありますが、この６ページの雑草除去対策事業につきましては、市

が除草剤を配ったりとか、そういうことはすることはなくて、一応繁茂している土地の地権

者さんに雑草のほうを除去してくださいというような指導をする形で、郵送料等を持ってお

ります。 

  除草作業委託につきましては、峡北広域の焼却灰の埋立地、敷島の地区にあるんですけれ

ども、そちらの除草をする費用となっております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 質問は一問一答でお願いいたします。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 今の除草の関係ですが、広場といいますかね、補助金が出て、各地区
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に子供たちが遊べる広場というのがあるんですが、その辺の除草に関してはどのような処置

といいますか、処理がされているかどうか、その点をお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 環境美化活動としまして、自治会の活動に対しまして補助金等を

出しています。その中で自治会のほうで、そういう公園とか必要と思われる地域の河川清掃

を含めまして、環境美化活動をしていただいております。その中で、除草剤については特に

市のほうから、これを使いなさいとか、そういう指示のほうはしておりませんが、一応注意

喚起としまして、ラウンドアップ等のそういうものについては極力使わないようにというよ

うな指導は可能かと考えます。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 今ありましたように、ぜひ指導を徹底していただきたい。というのは、

子供たちが非常に遊ぶ場所ですので、少しでも害がない環境にしてあげたいと思っています

んで、よろしくお願いしたいと思います。 

  続けていいですか。 

○委員長（秋山照雄君） はい、金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） これは８ページ、04の生ごみ処理、これ補助金、補助といいますか、

１機当たり幾らでしたでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 補助金額といたしましては、上限額が２万円といたしまし

て、購入額の２分の１以内としております。 

  以上です。 

○委員（金丸 寛君） ありがとうございました。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかに質問ありませんか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ７ページの一番上ですが、環境教育、一応この…… 

〔「マイク入っていますか」と呼ぶ者あり〕 

○委員（松井 豊君） すみません。７ページ、一番上です。環境教育の関係で小学校５年の

環境読本が配られていると思うんですが、これ何年頃つくったものか分かりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 根津環境保全係長。 
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○環境保全係長（根津秀樹君） お答えいたします。 

  環境副読本については、毎年作成しております。 

  以上になります。 

○委員長（秋山照雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 何年につくったものか、多分変わっていないと思うんで、それを聞い

ているんです。 

○委員長（秋山照雄君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） お答えします。 

  内容については、毎年見直しを行いまして、変更等はしております。 

○委員長（秋山照雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 次に、８ページのちょっとすみません。あれ、どこだったかな。 

  委員長、いいです。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） ２点ほどお願いいたします。 

  まず、６ページの13番目、雑草除去対策事業というところ、先ほどもちょっと話があり

ましたけれども、私も時々、僕の周辺のところを歩いたり車で通ったりすると、物すごくも

う雑草とか樹木のそのままの家が生い茂り、アシとか、そういう大きな木で、もうそのまま

になっているということで、雑草除去指導通知ということがありますけれども、これもう私

も双葉、敷島の方面まではちょっと分からないんですけれども、その雑草指導通知書という

のは何件ぐらい出しているんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 令和３年度といたしまして、指導通知は143件、通知を出し

ております。 

  以上になります。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 143件のうち、私ももうずっと歩いても、もう５年も10年も物すごく、

もう廃屋になっちゃってそのままになっていると、そういうことであれば、通知は出してい

るということですけれども、再度の指導、まだまだやっていない、どうしますかという指導
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は、再度の指導というのはどういうふうに対処しておられるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） まず、指導ということで通知のほうを出させていただいておりま

す。その次に、なおも改善されない場合は勧告という形で、再度通知を出させていただいて

おります。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） そんなようなうちを見ると、非常に住環境も悪くなったり防犯的にも

心配、火災も心配ということで、どうかそういう廃屋のような家が少しでも改善するように、

持ち主には指導徹底していただきたいなと思っておりますので、よろしくお願いします。委

員長。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） ８ページの05番、一番下のほうですけれども、剪定枝粉砕処理事業

というところですけれども、私も時々、家の玉幡中学校のところへ剪定のほうをお願いしに

行くんですけれども、シルバーの方が一生懸命やっています。それで、行ってみると、もう

私が行ったときにもシルバーの方に言われたんですけれども、作業小屋の屋根が、もうしゃ

ばけちゃって雨がすごいと、対応できていないよとか、たまたま私、行ったときは剪定の機

械が１台壊れていて、これがあと１台壊れると、どうしようもないよとか、進入路もやはり

砕石をちょっと敷いて、ほこりのたたないようにしてもらいたいなと、つくづく言われてき

ました。 

  そんなことで環境のほうにもちょっとそんなことがあったよということで、私の字で提出

しておきましたけれども、その辺の維持管理はどのようになっているかお願いしたいと思い

ます。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 粉砕機の修繕につきましては、予算の範囲内でその必要、

緊急性等を考えながら対応しております。その他の環境整備につきましては、限られた予算

の中で運営しておりますので、状況を見ながら検討というか考えていきたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） シルバーの方たちも一生懸命やっていただいているんで、シルバーの

方たちにも働きやすいにように維持管理をきちっとしていただきたいなと思いますので、よ
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ろしくお願いします。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ８ページの一番上です。防空ごう借用謝礼ですが、これ幾らぐらいで、

何年頃から始めたか。それから、今後どうするのかお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 防空ごうの謝礼がいつ頃から始まったかにつきましては、旧敷島

町時代から行われているようですので、いつからかというのはちょっと把握できていません

ので、また調べて報告させていただきます。 

  現在、年間５万円を支払っている状況です。これにつきましては、何度か議員の皆様から

謝礼を払うよりは防空ごうのごみを撤去したらどうかというようなご意見をいただいており

ます。現在、その防空ごう自体は、もう穴が、入り口はふさがっておりますので、中の様子

はちょっと見ることはできないんですけれども、前回、２年ぐらい前の答弁の中では数千万

の費用がかかるのではないかと推測されております。一応、現在では現状維持等考えており

ますが、引き続き懸案事項として検討してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 松井委員。 

○委員（松井 豊君） 金がかかるということなんですが、ああいうごみの処理の仕方という

のは一番まずい形ですよね。邪魔なものを隠して見えない様に、ちょっとこれは今の時代じ

ゃ考えられないんで、ちょっと本格的に考えてもらいたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ８ページの一般管理事業（清掃費）のところで、先ほどの説明の中で、

ごみシステムのデータ作成ありますよね。先ほどちょっと説明してもらったんだけれども、

これをもう一回ちょっと説明してくれますか、どういう目的でこれをやるのか。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 行政地図台帳をデジタル化いたしまして、その地図に各種、

ごみ小屋をはじめとした各種の情報を載せて、庁内でその情報を共有して、お互いのそれぞ

れの業務に生かしていくということで、ごみ小屋につきましては、どこの区で管理している、
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修繕履歴をしている、写真によって、そのごみ小屋の状況を確認することができますので、

例えば、自治会からの相談だったりだとかお問合せがあったときに、スムーズに対応できる

ということで今回導入のほうをちょっとさせていただきたいなと考えています。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 今の説明してもらうとよく分かるんだけれども、データを作成して、

ＧＰＳで確認して、それをどういうふうに活用するかというのを、自治会との関係が一番大

事なところじゃないですか、せっかくこういうものをやるんだから。その利便性をやはり自

治会にもちゃんと伝えてやるということが大事だと思うんだよね。だから、その辺のところ

をしっかり自治会に伝えてもらいたいと、こういう事業をね、多分総会の折にこういう説明

があると思うんだけれども、そうすると、やはりよりよい管理とか修繕と、そういうのにつ

ながるし、いいことだとなと思うんで、ぜひ進めてください。よろしくお願いします。委員長。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、次の資源リサイクル推進事業、これについては一回、甲府市

のほうでこの売払いが今、資源料が上がっているということで、その市に損害を与えるとい

うことで、甲府市でちょっと問題になった経過があるんですよね。これで、今この今回見て

みると、前年度売払いの収入が3,300万になっていて、それで前年度が1,600万で、約倍に

なっているんだよね、市の入りが、売払いが、そうだよね。売払い収入を比べたときに。だ

から、市には入っているからいいんだけれども、その次に、今度は報奨金475万ということ

で同額ということで、集めた人には還元されていないという、市が悪いことでいうと、市が

取っちゃっているというふうな感じに取れるわけだけれども、考えてみれば、少しは集めた

自治会とか、もろもろ集めてきて、これだけ売払いがあるんであれば、多少還元してもいい

んじゃないかなというふうな思いもするわけですけれども、その辺はどうですか。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 確かに収入のほうは増えている状況なんですが、経費としまして

は、回収する運搬する委託料とか、そういう経費がかかっておりまして、それを含めますと、

やはり今は収入としては上がっているんですけれども、それを還元できるほどの収入となっ

ていませんので、要はそれ以上に経費がかかっておりますので、今のところ、ちょっと還元

できる状況ではないという形です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 
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○委員（内藤久歳君） ということは、今回要するに、買入れ単価というのが上がっているわ

けなんだよね。それに対しては、市が業者に対して要求をしているのか、それとも業者のほ

うから上がりましたから、これで買い取りますよと、その辺のやり取りというのはどうなっ

ているの。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 業者が収入をそのまま市のほうに入ってくる形にはなっています。

その金額を確認するのは、その売払いを行った業者に一応明細書等をつけて、市のほうには

報告して、その金額が丸々市に入ってくるというような形で確認を取っております。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、それの売払いの扱いについては業者は全く関係なくて、

売ったものに対して、その売払いの先から市に全部それが報告来て、その金額が市に払い込

まれるということだね。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） おっしゃるとおりで、収集した業者がその資源を買い取っ

てくれる業者に持ち込みまして、別の業者から買い取った金額を収集運搬業者が受け取りま

す。その金額をそのまま市の収入として入金をしていただきまして、その際にその買い取っ

た業者から幾らで買い取ったという明細書も一緒に添付されていますので、間で業者が売上

金の一部を、というのはありません。 

○委員（内藤久歳君） 了解しました。委員長。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） あと、その下の05の剪定枝処理なんだけれども、休養村のところに、

敷島地区でね、たしかあったんで、あれは廃止になったんだっけ。休養村のところに、たし

か設置してあったんだよね、剪定枝の処理場。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 引き続き、休養村のほうでも現在もやっております。 

〔「やっている」と呼ぶ者あり〕 

○環境課長（望月新路君） はい。受入れしております。 

〔「受入れしている」と呼ぶ者あり〕 

○環境課長（望月新路君） はい。火、金、日。 

〔「火、金、日」と呼ぶ者あり〕 
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○環境課長（望月新路君） はい。 

〔「やっている」と呼ぶ者あり〕 

○環境課長（望月新路君） はい。 

○委員（内藤久歳君） 委員長。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、その人の配置というのはシルバーか何かを配置している

んだっけ、あれ。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） はい、そのとおりでございます。 

○委員（内藤久歳君） 分かりました。委員長、もう一点。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） あと、バイオマス活用推進事業で、施設管理業務委託ということで、

この生ごみの収集については今後どういうふうにやっていくかということで、取りあえず、

何か学校給食の残渣を収集しているということなんだけれども、先ほどの説明で一般の家庭

から収集する生ごみが倍に増えたというふうなことで報告をさっき受けたんだけれども、こ

れについては各自治会で場所を決めて何か前の報告だとやっているということの中で、今後

この生ごみ処理についてどういうふうに進めていくかということの試験的なことをやってい

るというような報告を受けているんだけれども、それに対して、今度、今日の説明だと倍に

増えたということなんだけれども、今後これどういう格好で進めていくんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 令和４年の４月から、今まではあの近くの自治会の方を対象にと、

あと液肥を取りに来たついでに一般家庭ごみを持ち込みというような形を取っていたんです

けれども、５月号か６月号の広報で、広く市内全域の方を対象に受入れをしていただいてい

ます。 

  現在は、その釜無、市のバイオマスセンターのほうに持ち込んでいただくという形を取っ

ておりまして、給食残渣だけのほうは回収のほうは回っているんですけれども、一般ごみに

ついては全て持ち込みをしていただいているという状況になっています。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） これ、ごみ処理については、生ごみの処理というのは非常に重要なこ

とだと思うんですよね。広報でやっても増えてきたということなんだけれども、今度それに
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基づいて、その収集について今後どういうふうにやっていくかということも重要なポイント

だと思うんですけれども、今後その生ごみを将来的にどういう形で、どういうふうにやるか

というそういう計画というか、そういうものの取組はどんな具合になっているんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 現在、回収等は考えていないんですけれども、女性団体連絡協議

会の皆様にご協力いただきながら、キエーロという生ごみを微生物で分解して、ごみを出さ

なくて、そこで、家庭内で処理してもらうという方法を研究していただいたりとか、あとは

一絞りというやつですね、最後絞って、ごみを減量していただくというような活動をしてお

りまして、それで減量化のほうを図っている今、状況となっています。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） バイオマス産業都市構想という構想がある中で、やはりごみの処理問

題というのは重要な問題で、その中でやはり生ごみの処理というのは大きな、どうするかと

いうことに関してしっかり取り組んでいくことによって、処理の、要するに水分を含んでい

るから燃やすのに燃料費もかかる、経費もかかるということで、可燃ごみという燃えるごみ

とかにすると、非常に処理に費用が削減できるというようなことも聞いているんで、今後、

要するに、将来ビジョンとして生ごみをどうするんだということを早い時期に掲げて、そし

て、やはりその目的に向かって徐々に一歩一歩進めていくという将来ビジョンを掲げてやは

り取り組まないと、なかなか難しいと思うんだよね。 

  だから、市がごみ処理に関して将来どう考えているんだということを示して、今後進めて

いってもらえれば、なおいいかなと思うんですけれども、部長、いかがですか。 

○委員長（秋山照雄君） 相川生活環境部長。 

○生活環境部長（相川泰史君） 内藤委員から生ごみについてご質問いただきました。 

  先ほど課長が答弁したとおり、女性団体を中心にいろいろな事業を行ったり、生ごみ処理

機ですか、そういったもので普及を図っているんですが、当然これは長期的な問題として捉

えた中で、ご家庭でできること、それから、自治体ができること、それぞれ今後、計画を立

ててやることは重要なことと考えておりますので、またこれについては部内、あるいは環境

審議会とか、そういった関係のところと協議しながら、長期的ビジョンを行わなければ、先

ほど内藤委員のご指摘にあったとおり、広域組合の負担金というものは非常に多くなってま

いりますので、今後そういう向きで取組はしていきたいと考えております。 

○委員（内藤久歳君） 以上です。 
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○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） まず、先ほど質問がありました確認ですけれども…… 

〔「マイクが入っていません」と呼ぶ者あり〕 

○委員（加藤敬徳君） 先ほどちょっと質問があった、それに関連なんですけれども、６ペー

ジの13番、雑草除去なんですけれども、通知を143件出すということですけれども、これは

あれですか、いわゆる雑草除去の依頼というか相談件数ということでいいんでしょうかね、

年間の。 

○委員長（秋山照雄君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 役所のほうに電話で苦情があって、その苦情があった現場を

見に行って、その土地所有者に通知を出した数になります。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） では、多少の数の違いはあるということでよろしいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 根津係長。 

○環境保全係長（根津秀樹君） 一応143件は現場を確認しまして通知を出していますんで、

現場確認して、見た感じで、それほどでもないところもありますので、そういうところにつ

いては通知は出してないことはあります。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。じゃ、次の質問いいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） ７ページの先ほど井戸の調査というところがあったんですけれども、

この井戸台帳というのがあるんですけれども、これはあれですか、行政地図のほうには反映

されているんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 現在は反映されておりません。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 防災に関連するということなんで、防災のほうでも被災者支援システ

ムというのがあって、それに行政地図が反映できるようにはなっているので、将来的に、こ

れはやはり防災のための調査だと思うので、実際そういうものを反映してもらえれば、いざ

というときに役立つと思うので、ぜひそういうものも関連づけて反映させていただきたいと

思います。これは要望です。 
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  次、いいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） あともう一つだけ、９ページの６番、不法投棄というのがあるんです

けれども、これはあれですか、年間どのぐらい不法投棄というのはあるか分かりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○生活環境係長（小田切 治君） 令和３年度の実績になりますが、不法投棄監視員さんにパ

トロールをお願いする際に、監視員さんが回収した量になります。令和３年度につきまして

は、回収量が約1.5トンになります。 

  以上です。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  清水委員。 

○委員（清水和弘君） ７ページのやはり生活用水の井戸の件ですけれども、地域防災マップ、

そういったものに既に自治会で取り組んで井戸が添付されている自治会が出てきています。

そういった中で、私も今後、自分の地域でやはりマップに落としていくのに井戸が、問題は

その井戸が飲み水に使うのか、それとも例えば、池に使うとか植木に水をやるためとか、そ

ういった目的で井戸を掘っている方がいるんですよね。これが、その中で、今回のアンケー

トの中ではきちんとアンケート調査の中に使用目的というのが盛り込まれていますでしょう

か。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） アンケートの内容につきましては、今後、精査していくんですけ

れども、現在どのように活用しているかというのは盛り込んでいきたいなと考えています。 

○委員（清水和弘君） よろしいですか、委員長。 

○委員長（秋山照雄君） 清水委員。 

○委員（清水和弘君） そういう意味で、私どもの地区でも、既にもう井戸を廃止したとか、

あるいは井戸があるんだけれども、飲み水としては使えないというような井戸もあるようで

す。そういったところをきちんと先ほどの防災計画に生かしていく上で、しっかりしたアン

ケート調査をした上で、また地域に、マップをつくるときにそういったことをきちんと指導

してもらいたいなと、こんなふうに思いますけれども、以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 意見でいいですか。 
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○委員（清水和弘君） 答弁をお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 現在、市とすれば飲料水ではなくて、トイレとか洗濯に、災害の

ときに水が必要になりますので、そのような状況で使えたらなとは考えています。ただ、ア

ンケートの中では現在、飲用として使っているのかどうかというのは確認をしていきたいな

と思います。それで、もしそういう飲料水として、飲用として井戸を使う場合については、

当然水質検査等行わなければならないと思いますので、そちらについてもどのような形で進

めていくかというのは、今後検討していきたいと考えております。 

○委員（清水和弘君） 分かりました。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいですか。 

  ほかにありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ質疑を終了します。 

  これで環境課についてを終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

  30分まで休みます。 

 

休憩 午前１０時２０分 

 

再開 午前１０時２７分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  次に、４款衛生費のうち、脱炭素社会推進室所管の事業について説明を求めます。 

  伊藤脱炭素社会推進室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 大変お疲れさまでございます。 

  それでは、脱炭素社会推進室の令和５年度当初予算につきましてご説明させていただきま

す。 

  令和５年度予算参考資料ナンバー４の11ページをお願いいたします。予算説明書は84、

85ページになります。 

  初めに、４款衛生費、２項環境衛生費、２目環境保全費のナンバー04バイオマス産業都
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市推進事業につきましては、予算額37万1,000円で、財源内訳は全て一般財源になります。

事業の概要は、木質バイオマス発電所から排熱を利用する熱供給事業に関し、専門的な知見

を有する方からのアドバイスを受けるための熱供給事業アドバイザー報酬、また、関係機関

協議等の職員出張旅費及び出張に伴う有料道路代などであります。 

  次に、ナンバー05脱炭素社会推進事業につきましては、予算額4,891万8,000円で、財源

内訳は、その他財源として二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金749万円、残りは一般財

源となります。事業の概要につきましては、ゼロカーボンシティ実現を目的とした再生可能

エネルギー導入などについて審議していただく再エネ導入戦略検討委員会委員報酬及びアド

バイザー謝金、市が保有する公共施設に対し、太陽光発電設備を導入するための調査業務委

託費、甲斐市全域における温室効果ガスの排出量削減等を推進するための計画となる甲斐市

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定支援業務委託費、また、現在、申請を行ってい

ます脱炭素先行地域の申請が採択されなかった際、計画内容の修正、調整を行い、引き続き

申請を行うための、また、採択された場合は計画の実行に関するための脱炭素先行地域計画

業務、併せまして木質バイオマス発電所の周辺地区をゼロカーボンの取組を契機として、面

的なまちづくりを行うエリアビジョンを策定するための業務の委託を行う脱炭素先行地域計

画及びゼロカーボンモデル事業取組拠点エリアビジョン策定支援業務委託費などを計上して

おります。 

  以上が脱炭素社会推進室の令和５年度当初予算の内容となります。ご審議のほどよろしく

お願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  なお、脱炭素社会推進室については特別委員会の関係もあることから、所管からではなく、

どなたからでも質問できます。 

  質問はありませんか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 幾つかお願いいたします。 

  ナンバー04の熱供給事業アドバイザーについてなんですが、これはどういった方にお願

いするものでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） アドバイザーとしては、熱供給システムに関しまして
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環境省の補助事業で令和元年度、令和２年度に公共施設熱供給事業の事業性調査を行ってお

り、その結果を参考にアドバイスをいただくこととしているため、引き続き、当時調査を行

った専門家の方を候補に考えているところであります。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） では、甲斐市の現状をよくご存じの方が引き続きアドバイザーになっ

てくださるということで、この熱供給というのはバイオマス発電の蒸気の排熱のその利用と

いうことでいいでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） はい、おっしゃるとおり排熱を利用した熱供給に関す

る事業となります。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございます。 

  ちょっと質問を変えさせていただきまして、0５の再エネ導入検討委員会についてなんで

すが、こちらは既存の事業とはまた別で、新しくこの委員会を立ち上げるということでしょ

うか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらに関しましては、現在、再生可能エネルギー導

入戦略検討委員会というものは存在しているところであります。今年度に関しましては、ゼ

ロカーボンシティの実現を目的とした再生可能エネルギー導入戦略に関しまして検討いただ

いたところでありますが、来年度に関しましては、新たに計画をつくります地球温暖化対策

実行計画（区域施策編）及びゼロカーボンモデル事業取組拠点エリアビジョンの策定に当た

りまして、皆さんのほうにご審議のほうをいただきたいというふうに考えているところであ

ります。 

○委員（若尾彰子君） 以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 11ページですよね、脱炭素社会推進事業で、公共施設等太陽光発電

設備導入調査業務委託とあるんですけれども、太陽光発電導入でやはり今、メガソーラーの

問題が重要になったりとか、あるいは農地にどんどん建っていくとか、そういうこともある

んで、これ公共施設だけやるわけですか、こちらのほうは。 
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○委員長（秋山照雄君） 奥脇エネルギー政策係長。 

○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） お答えいたします。 

  こちら計上させていただいております998万7,000円につきましては、公共施設で主に屋

根置きに対する導入可能性調査となっております。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、それ以外の太陽光発電、やはり設置と規制と両方必要になって

くると思うんですけれども、一般家屋につけるとか、そういうほうの検討はされないんでし

ょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 奥脇係長。 

○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） お答えいたします。 

  一般住宅、一般家屋に対する施策につきましては、来年度、地球温暖化対策の実行計画の

区域施策編、こちらのほうが市内全域でどのような施策をするのかという計画になりますの

で、まず、こちらをつくりまして、それに基づきまして具体的にどのようなことをやってい

くのかという手順で進めていきたいと考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 谷口委員。 

○委員（谷口和男君） じゃ、そちらのほうには例えば、乱開発ですよね、そういう太陽光発

電に対しての規制等もそちらのほうで検討されるということでよろしいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 奥脇係長。 

○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） お答えいたします。 

  こちらのほうの計画につきましては、当然、再エネ導入するに当たっての課題だとか懸念

だとか、そういったことも整理した上での計画となりますので、おっしゃるとおり景観保全

だとか環境保全だとか、そういったところにも焦点を当てた計画となっていく予定でござい

ます。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 11ページのところなんですけれども、ゼロカーボンモデル事業って

あるんですけれども、これちょっと漠然として分からない人もいると思う。たしか国で、環

境省のほうで先行的に自治体100でしたかね、それモデルとして進めているところに、もし、

先行というか選ばれた場合というか、補助金ってどのぐらい頂けるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 奥脇係長。 
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○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） お答えいたします。 

  今おっしゃっている国のほうで先行している自治体100につきましては、脱炭素先行地域

というほうの話でございます。そちらにつきましては、採択されましたら一提案につき最大

50億円の交付金が受け取れるというものになります。 

  ご質問にありましたゼロカーボンモデル事業取組拠点につきましては、先行地域とはまた

別、少し別の、重複する部分もございますけれども、別の話でございます。 

○委員（金丸幸司君） 分かりました。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいでしょうか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 先ほど谷口委員が質問をした公共施設の太陽光発電の調査業務の件

ですけれども、ご答弁だと、公共施設の屋根に太陽光をつけれるかどうかの調査みたいな言

い方をされたんですけれども、屋根につけれるかどうかの調査なんて、素人考えだと、見れ

ば分かるような気がするんですけれども、それに1,000万もかかるということは、何かもっ

と違う調査もあるのかと思うんですけれども、もうちょっと詳しく説明をお願いしたいと思

います。 

○委員長（秋山照雄君） 奥脇係長。 

○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） お答えいたします。 

  こちらの業務内容につきましては、想定しているものが幾つかございまして、まずはその

施設の情報に基づいて、その施設への太陽光発電導入が可能かどうかという調査を行う等で、

それに当たっては地図データであったりだとか、あとは屋根の形状であったり建築年数であ

ったり、そういったところからまず導き出すというところがあります。そこにとどまらず、

さらにその中でどういった優先順位で進めていくのが望ましいか、あるいはそのどういった

導入手法で行うのが望ましいか、さらに、その優先順位が高い施設につきましては、具体的

に現地調査等、あとはその図面等の調査等、構造調査等を踏まえた上で、どのくらいの費用

がかかるのか、そういったところまで算定いただくようなところまで含めた調査委託となっ

ております。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 分かりました。 

  実際その施設、対象は何か所ぐらいあると考えているんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 奥脇係長。 
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○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） 現在想定しているのが、甲斐市の総合管理計画、こち

らのほうで記載されている施設が201施設になっております。このうち明らかに載らないよ

うなところを除いたところについて調査委託の対象とさせていただく予定でございます。 

〔「それが何個まであるか分からん、何施設か、施設数」と呼ぶ者あ

り〕 

○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） 施設数につきましては、総合管理計画に載っている

201施設になります。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 今回の予算で、ほかの課でも庁舎の屋根に太陽光を載せるみたいな

予算が出ているんですけれども、そういったものもこの脱炭素の中の計画といいますか、こ

の調査も含めた中で検討している一環というふうに捉えてよろしいでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 奥脇係長。 

○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） はい、おっしゃるとおりでございます。 

  総務課等で計上しておりますのが、その庁舎の太陽光発電の導入、こちらにつきまして５

年度計上させていただいているところでございますけれども、今回の調査、脱炭素社会推進

室のほうで計上しているこの調査を踏まえて、ほかの施設、全施設につきまして、まず調査

を行いまして、それに基づきまして2030年までに公共施設の設置可能な50％以上に導入し

ていくというような計画で進める予定でございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） １つだけお願いします。 

  この事業は、推進事業ということで事業概要見ると、ほとんどが業務委託やら委員会報酬

とかなんですけれども、ちょっと財源内訳の中でその他財源の説明が、これちょっとないん

で、もう一回ちょっとその他財源というのを、この749万というのはどこから入ってくるん

ですか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） ご質問にありましたその他財源の749万円となります

が、こちらに関しましては公共施設…… 

〔「マイク入れてください」と呼ぶ者あり〕 
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○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 失礼しました。お答えいたします。 

  その他財源の749万円でありますが、こちらに関しましては、先ほどからお話が出ていま

す公共施設等太陽光発電設備導入調査業務委託、こちらに関しまして４分の３の補助金を頂

く予定でおりまして、その金額が749万円ということになります。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） じゃ、まあ、それなんだけれども、先ほどの質問の中で、いろいろな

ことになって、これ業務委託とかあるんですけれども、こっちのほうの国・県とかそういう

ものの補助制度のあれが、ここに当てはまらないということですか。こういう補助金はない

ですか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） こちらの補助金、その他財源の749万円になりますが、

こちらは環境省のほうから出てくる補助金になりますが、こちらの補助金自体が環境省が公

募を行い、環境省から選ばれた団体が補助金交付をするために、うちのほうの受けとしまし

たら、その他財源の諸収入で受け入れるということになります。もともとの出元は環境省の

補助金になります。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 脱炭素社会先行地域計画及びゼロカーボンモデル事業取組エリアビジ

ョン策定という業務委託があるんですけれども、これ一応計画を立ててエリアビジョンとい

うものを策定するんだけれども、これを計画を立てて具体的に、このエリアの指定とかそう

いうところにつながるに至るまでの工程表というか、この策定をして、計画を立てて、これ

を今度は、この前ちょっと自治会にエリアとして説明があったと思うんだけれども、それを

含めると工程表というか、その辺のところはどういう流れになるのか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 脱炭素先行地域計画及びゼロカーボンモデル事業取組

拠点エリアビジョン策定支援業務委託につきまして、こちらでお示しというか、させていた

だいていますゼロカーボンモデル事業取組拠点というのが、令和４年３月に改定いたしまし

た甲斐市都市計画マスタープランにおいて、新たな土地利用として甲斐、双葉バイオマス発

電所及び新山梨環状道路北部区間の（仮称）甲斐インターチェンジの周辺エリアをゼロカー
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ボンモデル事業取組拠点として整備することになっていますので、そらちの拠点地域と今、

私たちのほうで進めています木質バイオマス発電所から熱供給等のことを絡ませた中でのゼ

ロカーボンに向けた取組のほうを進めさせていただきたいと考えているところでございます。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 地域の施設がエリアビジョンということで、もうほぼ、この前の説明

だと、ほぼ決まっているというような認識なんだけれども、そういうことに関して担当の自

治会とかエリアの皆さんとか、そういう皆さんにその事業の内容をちゃんと説明するという

か周知するというか、その辺のところはどんな流れになっていますか。 

○委員長（秋山照雄君） 伊藤室長。 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） 内藤議員のほうにもご出席いただきました地元説明会

のほうに関しましては、こちらのゼロカーボンモデル事業取組拠点とは、先ほど係長もちょ

っとお話ししました重複する部分はあるんですけれども、あれは脱炭素先行地域の選定エリ

アということで、今回のこの取組拠点エリアビジョンとは、またちょっと別の。 

〔「違うの」と呼ぶ者あり〕 

○脱炭素社会推進室長（伊藤 敦君） はい、地域ということになります。 

〔「よく分からんな」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 相川部長。 

○生活環境部長（相川泰史君） 内藤委員からご質問あった、今回、一緒くたに書いてありま

すけれども、基本的には別物の動き、委託業務を一本でやりますので、重複する計画があり

ますので、一本で委託業務を考えているんですが、１つは、脱炭素先行地域、過日説明会を

させていただいて、地元の方にも何かお聞きいただいたエリアで自治会を対象に説明したも

の。もう一つは、先ほど室長が説明しました、都市計画マスタープランにある木質バイオマ

ス発電所周辺のエリアを今後どうしていくかというエリアビジョンをつくっていくというも

のですね。二本立てでやっている。当然、共通項目がありますので、業務委託とすれば別々

ではなくて一本で考えるという形で、ここに計上させていただきますんで、ちょっとすみま

せん。説明がややこしくて申し訳ないんですが、そのようなことで考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） この説明のところに一つのあれ、書いてあるんだけれども、事業とし

て見れば、全く別の形じゃんね。だから、そういうことをやはり分けてやらんと、我々聞く

ほうはよく分からんというのが実情だよね。だから、こういう説明をする場合は、説明の折
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に、あるけれども、内容的にはこれとこういう形で一つの中で進めているという説明しても

らわんと、俺自身も、俺は一体的なもんだと思っていたので、そんな思いがしたんだけれど

も、その辺はしっかりやってもらいたいなと思う。 

○委員長（秋山照雄君） 相川部長。 

○生活環境部長（相川泰史君） ご指摘のありましたとおり、先ほど室長、それから、係長が

説明しましたとおり、共通事項がありましたので、業務委託としては一本で出しますが、内

容的には若干重複していない部分もありますので、以後、説明等には気をつけていきたいと

思います。 

○委員（内藤久歳君） 以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） １つだけ…… 

〔「マイクをお願いします」と呼ぶ者あり〕 

○委員（加藤敬徳君） すみません。05番、太陽光発電設備ってあるんですけれども、もち

ろん太陽光発電パネルは分かるんですが、蓄電池というのは今どういうふうな考えになって

いるんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 奥脇係長。 

○エネルギー政策係長（奥脇祐貴君） お答えいたします。 

  こちら太陽光発電設備の導入に当たりまして、蓄電池をセットで導入するかどうかという

ところなんですけれども、こちらにつきましては実際に調査してみて、どのくらい、需要カ

ーブを見ながら余剰が生じるか、それに対して蓄電池を導入したほうが経済的に効率がいい

のかどうか、そういったところを調査を踏まえる中で必要かどうか見極めながら進めていけ

ればと考えております。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ質疑を終了します。 

  これで脱炭素社会推進室についてを終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 
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休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  初めに、環境課から先ほどの質疑につきまして、答弁の申出がありましたので、これを許

します。 

  望月課長。 

○環境課長（望月新路君） 先ほど松井委員からご質問のありました大久保地区の防空ごうの

関係なんですけれども、一応昭和58年から昭和62年頃まで、そのごみのほうを入れていた

ということ確認をいたしました。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ここで暫時休憩し、職員が退室します。 

 

休憩 午前１０時５１分 

 

再開 午前１０時５１分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  次に、６款農林水産業費及び11款災害復旧費並びに13款諸支出金のうち、農林振興課所

管の事業について説明を求めます。 

  小宮山農林振興課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） お疲れさまでございます。 

  それでは、農林振興課の令和５年度当初予算につきまして、予算参考資料においてご説明

させていただきます。 

  予算参考資料ナンバー７の１ページをお願いいたします。 

  なお、予算説明書につきましては、88ページからとなります。 

  初めに、６款農林水産業費、１項農業費、１目農業委員会費、01農業委員会費につきま

しては、予算額1,324万5,000円、財源内訳、国県支出金は農業委員会補助金、残りは一般

財源となります。事業の概要は、農業委員19人及び農地利用最適化推進委員15人の報酬の
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ほか、令和５年度に改選となります新農業委員の作業服等の購入、農地利用状況調査に係る

経費、県農業会議等への負担金などでございます。 

  次に、２目農業総務費、01農林業関係職員費につきましては、予算額１億1,733万2,000

円、財源内訳、国県支出金は農業委員会補助金、その他は農業者年金業務事務委託事業収入

と農地中間管理機構業務委託費、残りは一般財源となります。事業の概要につきましては、

産業振興部長と農林振興課職員合わせて17名分の人件費でございます。 

  次に、10農業庶務費につきましては、予算額273万2,000円、財源内訳、その他は証明手

数料、残りは一般財源となります。事業の概要につきましては、農政協力員への報酬のほか、

農業関係６団体への法令外負担金等でございます。 

  次に、50産業振興部公用車維持管理事業につきましては、予算額79万9,000円で、財源内

訳は全て一般財源となります。事業の概要は、産業振興部の公用車４台分の維持管理経費と

なります。 

  ２ページをお願いいたします。 

  次に、３目農業振興費、01農業振興地域整備事業につきましては、予算額490万円で、財

源内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、農業振興地域整備推進協議会委員９名分

の報酬、農業振興地域整備計画策定業務委託料などでございます。 

  次に、04農業資金事業につきましては、予算額7,000円で、財源内訳、国県支出金は雪害

緊急対策事業費補助金、残りは一般財源となります。事業の概要は、平成26年２月の雪害

に伴う緊急経営安定化支援対策資金２件分の利子補給となっております。 

  次に、05自立経営体確保、育成促進事業につきましては、予算額1,280万円、財源内訳、

国県支出金は農業次世代人材投資事業費補助金、その他は特定事業ふるさと応援基金繰入金

で、残りは一般財源となります。事業の概要は、双葉農業振興会や棚田等農耕文化保存協会

への補助金、農業次世代人材投資事業費補助金７名分、昨年度補助金要綱を策定いたしまし

た親元就農者経営安定支援事業費補助金１名分でございます。棚田等農耕文化保存協会への

補助金につきましては、保存協会が令和４年度より取り組んでいる御領棚田のイルミネーシ

ョンなど、棚田の保全事業への支援を行うため、本市のふるさと納税サイトにおいて特別事

業クラウドファンディングを実施し、集まりました、ふるさと納税寄附金のうち本年度は

100万円を補助金として活用しております。 

  なお、特別事業クラウドファンディングにつきましては、目標金額を200万円とし、令和

４年12月９日から令和５年３月８日までの90日間、寄附の募集を行い、全国より270名の支
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援者より合計380万円の寄附をいただいております。 

  次に、06地産、地消事業につきましては、予算額890万3,000円で、財源内訳は全て一般

財源となります。事業の概要は、地産地消に係る農業振興事業補助金として、学校給食の米

生産、やはたいもの作付、有機質導入事業、営農指導員などへの補助金等であります。 

  ３ページをお願いいたします。 

  次に、07有害鳥獣捕獲等対策事業につきましては、予算額937万4,000円で、財源内訳、

国県支出金は特定鳥獣適正管理事業費補助金及び鳥獣害防止総合対策事業費補助金と土地改

良事業等補助金の合計、残りは一般財源となります。事業の概要は、有害鳥獣による農作物

への被害防止事業等に係る経費で、管理捕獲に対する報償費、鳥獣害防止対策協議会への運

営補助金、また、新規狩猟免許取得者への補助金、鳥獣害防止柵の設置工事や修繕料などで

ございます。 

  次に、10竜王土地改良区事業につきましては、予算額550万円で、財源内訳は全て一般財

源となります。事業の概要は、竜王土地改良区の運営管理に係る経費の補助で、水配委員へ

の報酬、臨時職員１名分の賃金、水神祭の経費、頭首工保守委託料、重機借り上げ料などで

ございます。 

  次に、11一般農業振興費につきましては、予算額168万1,000円で、財源内訳は全て一般

財源となります。事業の概要は、農業用施設等の維持管理経費としまして、農業用給水栓水

道料、重機借り上げ料、公用車の維持管理費などでございます。 

  次に、14甲斐市農業活性化事業につきましては、予算額335万円、財源内訳、その他はハ

ウス施設の貸付収入、残りは一般財源となります。事業の概要は、農業振興を図るための甲

斐市農業活性化協議会への補助で、サツマイモの栽培事業や農産物、農産加工品の特産化を

促進させる事業に係る経費などでございます。 

  次に、15経営所得安定対策推進事業につきましては、予算額126万8,000円で、財源内訳、

国県支出金は経営所得安定対策推進事業費補助金、残りは一般財源でございます。事業の概

要は、水田利用計画等の取りまとめを行う臨時職員の雇用経費などでございます。 

  ４ページをお願いいたします。 

  次に、16日本型直接支払事業につきましては、予算額2,203万8,000円で、財源内訳、国

県支出金は日本直接支払事業交付金、残りは一般財源となります。事業の概要は、中山間地

域における農地の遊休化防止対策として、20集落への直接支払集落交付金、農業施設等の

維持管理を行う農業者の組織４組織への多面的機能支払交付金、化学肥料等の低減に取り組
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んでいる２団体への環境保全型農業直接支払交付金などでございます。 

  次に、17農地集積・集約化対策事業につきましては、予算額40万円で、財源内訳、国県

支出金は農地集積・集約化対策事業費補助金となります。事業の概要は、農地の借受けに伴

う農地の伐根や整地などを行う工事の費用でございます。 

  次に、18地域おこし協力隊費につきましては、予算額1,116万円で、財源内訳は全て一般

財源となります。事業の概要は、隊員３名分の報酬及び活動経費、住宅や車両借り上げ料な

どでございます。 

  次に、20農業集落排水事業特別会計繰出金につきましては、予算額585万5,000円で、財

源内訳は全て一般財源となります。事業の概要は、農業集落排水事業特別会計への繰出金と

なります。 

  ５ページをお願いいたします。 

  次に、31自然休養村管理センター維持管理費につきましては、予算額66万6,000円で、財

源内訳、その他は管理センターの使用料、残りは一般財源となります。事業の概要は、セン

ターの維持管理経費としまして、消耗品費や光熱水費、施設の修繕、法定点検等の委託料な

どでございます。 

  次に、32矢木羽湖公園等維持管理経費につきましては、予算額533万4,000円で、財源内

訳、その他は公園駐車場使用料、残りは一般財源となります。事業の概要は、公園等の維持

管理経費としまして、消耗品費や光熱水費、修繕費、公園清掃業務委託料などでございます。 

  なお、令和５年度につきましては、南トイレ屋根の改修工事費を計上させていただいてお

ります。 

  次に、４目畜産費、01畜産振興費につきましては、予算額４万円で、財源内訳は全て一

般財源となります。事業の概要は、山梨県畜産協会への会費などでございます。 

  ６ページをお願いいたします。 

  次に、５目農地費、01土地改良事業費につきましては、予算額5,955万円で、財源内訳、

国県支出金は農業基盤整備促進事業補助金、市債は合併特例債、その他は土地改良施設維持

管理適正化事業交付金、残りは一般財源となります。事業の概要は、土地改良施設維持管理

適正化事業としまして高岩頭首工の施設整備工事や農業基盤整備促進事業として水路１路線

の改修工事、事業実施に伴う負担金、物件補償費などでございます。 

  次に、03県営土地改良事業につきましては、予算額5,957万7,000円で、財源内訳、国県

支出金は県営土地改良事業事務委託金、市債は公共事業等債、残りは一般財源となります。
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事業の概要は、県が実施しております県営広域営農団地農道整備事業、県営土地改良中山間

地域総合整備事業、県営かんがい排水事業、防災重点農業用ため池緊急整備事業への事業負

担金のほか、土地改良事業団体連合会への賦課金などでございます。 

  ７ページをお願いいたします。 

  次に、04農林業施設維持管理事業につきましては、予算額5,700万8,000円で、財源内訳

は全て一般財源でございます。事業の概要は、農林施設の維持管理事業に係る経費としまし

て、光熱費、修繕費、原材料など、委託業務としまして農道未登記の解消に係る登記費用、

また、茅ヶ岳東部広域農道を含む農林道・水路の除草作業業務委託、農道橋点検業務委託、

農道台帳整備業務委託など、また、農林道・水路等維持管理事業としまして、各自治会から

の要望に伴う修繕補修工事などでございます。 

  次に、05土地改良区施設改修事業につきましては、予算額1,187万円で、財源内訳、市債

は合併特例債、その他は高岩頭首工本復旧工事、関係自治体負担金、残りは一般財源となり

ます。事業の概要は、農業用河川工作物等応急対策事業の高岩頭首工整備に伴い、河川占用

の業務委託料や関係自治体事業負担金などであります。 

  なお、関係自治体は甲斐市、甲府市、昭和となります。 

  次に、６目中北部活性化事業費、01中北部活性化事業につきましては、予算額2,146万

9,000円で、財源内訳、国県支出金は山梨みらい農業応援事業補助金、その他は滞在型市民

農園使用料、日帰り型市民農園使用料とクラインガルテン基金からの繰入金の合計となりま

す。事業の概要は、甲斐敷島梅の里クラインガルテン施設の維持管理に係る経費としまして

施設修繕料、指定管理料、ＰＲ動画の作成業務委託、農地借地料などでございます。 

  なお、今年度はクラインガルテンや周辺の施設などについて、ドローンを活用したＰＲ動

画等を作成し、中北部地域の魅力発信を図ってまいりたいと考えております。 

  また、県の山梨みらい農業応援事業補助金を活用し、ゆうのう敷島が農地維持管理のため

に草刈り機の購入を予定しております。 

  ８ページをお願いいたします。 

  次に、２項林業費、１目林業振興費、01林業振興費につきましては、予算額565万7,000

円で、財源内訳、その他は森林管理基金繰入金、残りは一般財源となります。事業の概要は、

森林経営管理システム更新業務委託のほか、森林環境譲与税を活用した森林経営管理制度業

務、県産材普及啓発品の購入、森林組合経営基盤強化事業への補助金、法令外負担金などで

ございます。 
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  なお、令和５年度につきましては、県産木材の普及啓発事業としまして、県産材を使用し

て作製しましたペン立てを市内小学校へ入学する新１年生に配布し、県産材の活用促進など

のＰＲに取り組んでまいりたいと考えております。 

  次に、02松くい虫防除対策事業につきましては、予算額818万2,000円、財源内訳、国県

支出金は県の松くい虫被害対策事業費補助金と造林業費補助金の合計で、残りは一般財源と

なります。事業の概要は、松くい虫による被害木の処理に係る経費で、松くい虫の防除事業

委託料や昇仙峡の松の緑の守る会への負担金などであります。 

  ９ページをお願いいたします。 

  次に、２目治山林道費、02林道費につきましては、予算額6,946万2,000円で、財源内訳、

国県支出金は県支出金の林道改良事業補助金、市債は公共事業等債、残りは一般財源となり

ます。事業の概要は、林道改良事業としまして安寺沢林道の落石防護柵設置工事、大川林道

の橋梁補修工事や林道維持に係る経費としまして重機借り上げ料や公用車の購入などでござ

います。 

  次に、03治山費につきましては、予算額17万円で、財源内訳は全て一般財源となります。

事業の概要は、災害時等における重機の借り上げ料、原材料などでございます。 

  10ページをお願いいたします。 

  次に、11款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農業用施設災害復旧費につ

いてご説明いたします。 

  予算説明書では132、133ページとなります。 

  01現年度農林水産施設災害復旧費につきましては、予算額50万円で、財源は全て一般財

源となります。事業の概要は、緊急災害時の復旧工事費、重機借り上げ料でございます。 

  次に、基金関係予算についてご説明させていただきます。 

  予算説明書では134ページから137ページとなります。 

  初めに、13款諸支出金、１項基金費、４目渇水対策施設建設等基金費、01渇水対策施設

建設等基金積立につきましては、予算額4,000円で、財源内訳、その他は渇水対策施設建設

等基金の利子で、事業の概要は、基金への積立金となります。 

  次に、５目中山間ふるさと、水と土保全対策基金費、01中山間ふるさと、水と土保全対

策基金積立につきましては、予算額1,000円で、財源内訳、その他は中山間ふるさと、水と

土保全対策基金の利子で、事業概要は、基金への積立金となります。 

  11ページをお願いいたします。 
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  次に、11目クラインガルテン基金費、01クラインガルテン基金積立につきましては、予

算額152万円で、財源内訳、その他はクラインガルテン入会金及び基金利子で、事業の概要

は、基金への積立金となります。 

  最後になりますが、16目森林管理基金費、01森林管理基金積立につきましては、予算額

1,300万8,000円で、財源内訳、その他は森林管理基金の利子、残りは一般財源で、事業の

概要は、森林管理基金への積立金でございます。 

  以上が、農林振興課、令和５年度の当初予算の内容となります。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  ここから所管は建設経済常任委員会に移ります。 

  質疑はありませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 何点かお願いします。 

  ２ページの06学校給食米補助金、これ給食米に提供していただいている農家さんといい

ますか、生産者、何名ぐらいで、年間どのくらいの数量が納入されているか。 

○委員長（秋山照雄君） 石橋農林総務係長。 

○農林総務係長（石橋 聡君） お答えいたします。 

  令和３年度の実績ですが、生産者87人、お米の数量としましては６万5,405キログラムと

なります。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 続いて、７ページでお願いします。 

  農道関係の農林道・水路等維持補修事業というので該当するかと思うんですが、計画でど

のくらいメートル数といいますかね、今年度は捉えているか、農道整備。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻農林土木係長。 

○農林土木係長（八巻哲也君） お答えします。 

  整備につきましては、農道、水路の補修を考えております。実際問題、今、４年度につき

ましては道路補修が22件、水路補修が35件ございました。そのうち道路を13件処理いたし

まして、水路につきましては26件処理している状況であります。今年度も、同じぐらいの
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規模を想定してございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） これは自治会からの要請があって、初めて手をつけていただけるとい

う解釈でよろしいかな。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） はい、そのとおりでございます。こちらの予算につきまし

ては、各自治会から、先ほど言いました水路の補修とか道路が舗装がはがれているとか、そ

ういう要望がございまして、それに対応する工事を個々に実施していくような形で、先ほど

言いました全体で何メートルとかという計画はないんですけれども、自治会からの要望にお

応えする予算となっております。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） じゃ、現実には積み上げというか申請待ちで、令和５年度はというよ

うなやり方で理解しておいてよろしいということでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） はい、そのとおりです。ただ、令和５年度につきましては、

令和４年度に要望があった積み残しもございますので、まずはそれを優先して行う中で、今

後また要望がございましたら対応していくような形となります。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  口委員。 

〔「マイクお願いします」と呼ぶ者あり〕 

○委員（ 口孝之君） まず、２ページの地産、地消事業の中で、やはたいも作付補助金とい

うところがあります。甲斐市といえば、もう「やはたいぬ」「やはたいも」ということで有

名ですねと皆さんに言われております。ここで見ると156万円の補助金が出ているというこ

とですけれども、やはたいも作っている補助金は何件ぐらい出ているんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 石橋係長。 

○農林総務係長（石橋 聡君） お答えいたします。 

  令和３年度の実績になりますが、申請があった方は54名でございました。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  口委員。 
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○委員（ 口孝之君） このやはたいもも農業離れとか高齢化とか、何か、やはたいもは連作

がなかなかできないということで毎年減少していると思うんですけれども、毎年どのくらい、

やはり減少しておられるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 今、おっしゃるとおり減少しております。減少幅は、ここ

年度によって違うんですけれども、やはりその原因としましては、やはり高齢化等が一番の

原因らしいです。やはりこの芋をつくるのに結構手間がかかるんで、収穫から出荷までに、

そういうことで私どもも何とか減少を減らそうということで、いろいろ対策等を考えている

んですけれども、今その辺に苦慮しているのは事実でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 分かりました。 

  さきに質問したところに戻るんですけれども、この作付面積によって補助金が出るという

ことですけれども、面積、１ヘクタールとか300坪とか１反歩とかってあるんですけれども、

その補助金の面積に対してどのぐらい出るんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 石橋係長。 

○農林総務係長（石橋 聡君） 作付１平米当たり20円の補助金を交付しております。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） もう一点お願いします。 

  ３ページの07有害鳥獣捕獲対策ということで、私たちも経験しているんですけれども、

今、過疎地域と山間地域では、もう農作物の作物が作れないと、鳥獣の被害でですね、猿と

か鹿とかイノシシとか、そういう被害があってできないということですけれども、新規狩猟

免許と猟銃の鉄砲を撃つ人の免許というのは何人ぐらい甲斐市にはおられるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込農林振興係長。 

〔「マイク入れてください」と呼ぶ者あり〕 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  有害鳥獣の対応を行っていただきます猟友会の隊員につきまして、隊員数は令和４年度

81名おります。そのうち銃の免許を所持している方は64名いらっしゃいます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 



－234－ 

○委員（ 口孝之君） 最後ですけれども、鳥獣害防止柵設置工事というのが470万計上され

ているんですけれども、これ設置工事の件数、年間どのぐらい申請とか、そういうものがあ

ったんですか。昨年度でお伺いします。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  こちらの鳥獣害防止柵設置工事470万円につきましては、こちら漆戸地区の自治会から要

望のありましたフェンスの設置工事を行っているものでありまして、こちら10年計画で行

っている工事の５年目の予算になります。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） この防止柵をお願いしたいということですけれども、高齢者によって

は、もう防止柵が設置できないということであれば、専門業者にも頼めることはできるんで

すか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） こちらの防止柵設置工事につきましては、自治会からの要

望を受けまして、県からの補助金をもらいまして市が設置しているような形になっておりま

す。先ほど言いましたように、今は漆戸地区について設置を行っていますが、10年計画で、

結構やはり何キロという長い距離を設置しますんで、ちょっと年数はかかりますけれども、

市が工事をして設置するような形になっております。 

○委員（ 口孝之君） 分かりました。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） ２ページの05、農業次世代人材投資事業…… 

〔「マイク入っていますか」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） マイク。 

○委員（加藤敬徳君） ２ページの05、農業次世代人材投資事業というのがあるんですけれ

ども、これはどういうことをやっているのか、ちょっと詳しくお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（秋山照雄君） 石橋係長。 

○農林総務係長（石橋 聡君） お答えいたします。 

  成年と言われる50歳未満の方で独立就農した方で、認定新規就農者になられた方につい
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て、国の補助金を使って毎年150万円、最長３年から５年、交付をする事業となっておりま

す。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） その150万円というのは…… 

〔「マイクをお願いします」と呼ぶ者あり〕 

○委員（加藤敬徳君） その150万というのは、どういった使い方をするんですかね。それは

自由でということですか。 

○委員長（秋山照雄君） 石橋係長。 

○農林総務係長（石橋 聡君） お答えいたします。 

  この150万円については、生活資金として自由に使っていただいて構わないということに

なっております。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。次、お願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） では、３ページの07のところなんですけれども、管理捕獲報償費と

いうのがあるんですけれども、これは多分取ったあれの量によってということだと思うんで

すが、その捕獲の実績というのは分かりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） 管理捕獲の実績につきまして、令和４年度につきましては、

イノシシが35頭、鹿が114頭、合計149頭になっております。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 先ほどもちょっと質問されて、ちょっと関連なんですけれども、免許

を取られている方の人数は教えていただいたんですが、今、実際に活動されている方の人数

というのは分かりますか。猟銃の取得のところですけれども。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） 実際に活動されているというご質問ですけれども、猟友会に

所属されている方、皆さんが管理捕獲のほうに参加していただいておりますので、81名に

なっております。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに何かございますか。 

  金丸寛委員。 
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○委員（金丸 寛君） お願いします。 

  ８ページの02松くい虫防除事業、これ800万近くありますけれども、今、松くい虫まだま

だ浸食といいますか、害が発生しているのかどうか、その辺の現状と見通しをお願いいたし

ます。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  松くい虫の被害につきましては、低い位置につきましては、ほぼやられてしまい、松くい

虫の被害に遭ってしまっているんですけれども、松くい虫、標高の高いところにつきまして

は生息できないと言われております。ですので、今、千田の辺りのそれより先に進まないよ

うな対策を行っているんですけれども、地球温暖化等の問題で、またその限界標高というの

が、また高くなっていく可能性がありますので、こちらのほうにつきましては、引き続き対

応していきたいと考えております。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに何かありますか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 棚田…… 

〔「マイクをお願いします」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 質問をするときには、必ずマイクを入れてから質問をお願いいたし

ます。 

○委員（長谷部 集君） ２ページの05の棚田のクラウドファンディングのところでお聞き

しますけれども、説明だと、クラウドファンディング380万円ほど集まったというお話だっ

たと思うんですけれども、勘違いだったら、すみませんけれども、そのうち100万円がここ

で使っていて、残りはどんな感じになっているのかご説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） ご質問ですけれども、市がふるさと納税の中でクラウドフ

ァンディングを行いまして、言われたとおり380万円のご寄附をいただきました。令和５年

度につきましては100万円を、先ほど説明したように補助ということで出させていただいて、

残りにつきましては特定事業ふるさと基金、基金を設立していただきまして、そちらのほう

に繰入れしております。５年度につきましては、先ほど言った100万円ということですけれ

ども、次年度につきましては、その活動内容とか使い道を棚田の保存協会と協議しまして、

有効的な活用に来年度以降、また補助金を出していきたいというふうに考えております。 
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○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） その基金というのは、もしかしたら歳入の関係になっちゃうかもし

れないですけれども、それはどこを見ればいいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 予算説明書の29ページをお願いいたします。 

  こちらに、この17財産収入の中の、一番下になります。特定事業ふるさと応援基金とい

うのがございます。 

〔「ちょっと休憩してください」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 暫時ちょっと休憩します。 

 

休憩 午前１１時２９分 

 

再開 午前１１時２９分 

 

○委員長（秋山照雄君） 再開いたします。 

  小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） すみません。もう一度説明させていただきます。 

〔「マイク」と呼ぶ者あり〕 

○農林振興課長（小宮山 尚君） こちらにつきましては、令和４年度にクラウドファンディ

ングを実施しましたんで、令和４年度の予算のほうの積み込みとなっております。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいでしょうか。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） ありがとうございました。 

  質問変えます。「ぎゅぎゅっとねぎ」の関係は、どこを、どう見ればよろしいでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 市では「ぎゅぎゅっとねぎ」について、いろいろ支援を行

うこととしておりまして、この部類からしますと、２ページの06地産、地消事業という中

に組み込まれると思いますけれども、「ぎゅぎゅっとねぎ」につきましては、今のところ、

現在その事業に対して補助金等はございませんので、この予算的には出てきていない状況で

ございます。ただ、今後、今年度から計画しているのは、「ぎゅぎゅっとねぎ」につきまし
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ては、市の特産品化を目指すために補助金等の対応も考えていきたいということで、内部で

検討していますんで、令和５年度にはその辺を詰めた中で支援ができるような形を考えてい

きたいというふうに、現在のところ思っている状況でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） じゃ、確認をしますと、補助金自体の話は検討しているという話は

聞いていたので、予算に反映されるのかなと思って、今お聞きしたんですけれども、今のと

ころ、まだ形にはなっていないけれども、令和５年度中には形にしたい。結果的に、令和５

年度中の補正みたいなものを考えているというふうに考えてよろしいでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） はい、そうですね。まず、補助金をつくるには要綱等を整

備しなきゃなりませんので、その辺をつくった中で、また議員さんの皆さんにもご審議いた

だいた中で、要綱等を確定すれば補正等もあり得るという話になりますけれども、ただ、そ

の内容につきましてよく精査しなきゃなりませんので、今後改めて検討させていただくとい

うふうに考えていただきたいと思います。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 「やはたいも」とか、例えば、焼酎「大弐」とか、具体的な名前で

の事業名がほかにはありますので、今後そういう補助金的なものを計画していく上でも、事

業名に「ぎゅぎゅっとねぎ」という名前が入るような、それが市の思いだというふうに私、

考えていますので、ぜひそんなふうにしていただければと、これは要望で結構です。よろし

くお願いいたします。 

  質問変えます。４ページ、18番の地域おこし協力隊員３人分ということですけれども、

３人の内容、何年目の人が何人いるだとか、その辺の説明をお願いしたいと思います。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） 地域おこし協力隊３人分の経費を計上しているんですけれど

も、現在、令和４年度３名隊員がおりまして、そのうち１名は３月をもちまして途中退任と、

１年目で途中退任をすると、もう１名は３年の任期を満了して卒業すると、残りが１名にな

りまして、今年度募集をかけたところ、１名の応募がありまして採用を決めましたので、実

質来年度２名の隊員となります。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 途中で辞めてしまったのは残念な感じなんですけれども、その理由
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みたいなものは何か聞いているところでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 理由につきましては、一身上の都合ということで、それ以

上は私どもも聞けませんので、ただ、もう少し頑張ってみたらというお話はしたんですけれ

ども、やはり一身上ということで言われましたんで、ご理解願いたいと思います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） そうすると、あと１人分余裕があるというか、予算に対してですけ

れども、引き続き、途中でも募集をかけていくという考えなんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） はい、おっしゃるとおり、予算を３名分ということでお願

いしていますんで、継続的に募集は行っていきたいというふうに考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 質問を変えます。 

  ７ページ、クラインガルテンの関係ですけれども、一番下の中北部活性化事業の中のクラ

インガルテンＰＲ動画をつくるということで77万円の予算ですけれども、ＰＲ動画をつく

るのは全然賛成なんですけれども、77万円をかけるということは、やはりＰＲをしていか

なきゃいけない状況になっているからというふうには感じるんですけれども、そういう感じ

なんでしょうか。要するに、人がなかなか入らなくなってきたと。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  クラインガルテンにつきましては、滞在型市民農園50区画があるんですけれども、こち

らのほうは非常に人気の高い施設となっておりまして、毎年、募集区画数の３倍近くの応募

があって人気がある状況になっておるんですけれども、ただ、クラブハウスのほうですね、

こちら地元で取れた野菜ですとか特産品を販売しているんですけれども、こちらのほうの売

上げがあまり伸びていないということで、ただ、クラブハウスのほうでバーベキューの施設

を貸出ししていたりですとか、農業体験を多数開催しているとか、クラインガルテンの指定

管理であります、ゆうのう敷島のほうでもいろいろと対策を考えております。ですので、そ

ういったところを含め、また、景観が非常にすばらしいところですので、そういったところ

をＰＲして、人をクラブハウスのほうに呼び込むということを目的にＰＲ動画のほうを作成
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したいと考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） ありがとうございます。よかったです。滞在型がだんだん人気がな

くなってきて、できてから大分年数がたつ施設なんで、ちょっと心配したんですけれども、

大丈夫そうなのでよかったです。 

  質問を変えます。８ページの一番上の新しい事業、県産材の普及啓発物品、説明だと購入

というふうに聞こえたんですけれども、物品を購入するということなんでしょうかね、説明

をもうちょっとお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 購入です。県産材でつくりましたペン立てを購入しまして、

小学校への入学の１年生に配って、それを活用していただいた中で、県産材の促進普及に努

めたいというふうな事業でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） これはどこから購入というか、どういう、甲斐市の事業なんですか。

どこか違うところでやっている事業に協力していくとか、何かその辺の説明はいかがでしょ

うか。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） これは甲斐市の事業でございます。財源につきましては、

森林環境譲与税を活用しまして、県産材のＰＲを促進していきたいというふうな事業でござ

います。 

〔「どこから、委員長」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） このペン立ては、どういうところに依頼をしてつくってもらって、

どこから買うかみたいな、その辺は。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） すみません。失礼しました。購入先は、今のところ、まだ

概算の見積りなんですけれども、県の木材協会というのがございまして、そちらが県産材を

使ったそういう製品をつくっておりますんで、そこに現在、今、依頼というか見積りをいた

だいております。 

  以上です。 
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○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 今…… 

〔「マイクをお願いします」と呼ぶ者あり〕 

○委員（加藤敬徳君） 今の質問に関連しまして、県産材なんですけれども、ペン立てという

木工品みたいなものだと思うんですけれども、これ県産材というのは、例えば、建築材みた

いな用途ってあるんですかね。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） はい、ございます。山梨県も甲斐市も、その県産材の普及

ということでいろいろなＰＲ活動をしておりまして、県の木材、要は家を建てるときの部材

の一部に県産材を使ってもらいたいという普及事業でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） じゃ、その下の松くい虫のところなんですけれども、これは除去委託

料というのがあるんですけれども、これどのくらいの量の松くい虫の被害の木を処理してい

るかというのは分かりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  松くい虫防除事業の令和４年度の実績になりますが、木の本数で行くと410本、立米数に

しますと約450立米ほどの処理を行っております。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） これ処理っていうと、あれですか、やはり焼却処理みたいな形になる

んでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  こちら松くい虫の対策につきましては、衛生伐というのと枯損木処理というものがありま

す。まず、衛生伐につきましては、松くい虫の元となる虫が木の中にまだいる最中に薬剤を

注入しまして、虫を殺す処理になります。枯損木の処理というのは、もう松くい虫によって

枯れてしまった松を、もう伐倒処理ですね。切ってしまうという処理になります。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 
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○委員（加藤敬徳君） その切った後の木というのはどうするんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  枯損木処理によって伐倒された木材につきましては、現状、山にそのまま放置されている

状況になっております。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 以前もバイオマス発電のところで、そういった松くい虫被害の木を使

ってというような話も聞いたような気がするんですけれども、その辺のところはどうなって

いるんですかね。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  松くい虫のまず処理をする山林なんですけれども、山の中に徒歩というか登山的に登って

いかなければならないようなところが非常に多くて、なかなか道に搬出するのが大変である

と、また、その搬出した場合の経費のほうが、また高いので、なかなか思うように進まない

ところですけれども、今後そういった経費、バイオマス発電の稼働も控えておりますので、

そういったところに何か補助が出せないかというようなことで考えていきたいと考えており

ます。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に、所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） じゃ、２つほどお願いします。 

  ２ページの05自立支援事業の中の棚田文化の補助金についてですけれども、長谷部委員

とちょっと関連がありますけれども、いろいろなことでクラウドファンディングしたり、か

なりの補助金が出たり、寄附金等で来年度は100万ということで、大変一気に保存会も盛り

上がっているということを聞いています。 

  そこで、いろいろ年々、ろうそく祭りがＬＥＤ化したりとか、いろいろなことで観光につ

いても商工会やいろいろなところでも力入れているんですけれども、その中で、これは要望
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に近いようだけれども、その地元の人とか見に来た人が、ちょっと仮設トイレがあってもい

いんじゃないかというような話がかなり昨年から聞いているんですけれども、御嶽古道のほ

うでも、今度はトイレをつくっていただいて、コロナ禍にもやはりそんなことも必要じゃな

いかと思うんですけれども、これは要望でもいいんですけれども、お願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） このまま…… 

○委員（藤原正夫君） じゃ、答えを、誰か答弁をお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 今年度、ろうそく祭りを開催させていただいたんですけれ

ども、非常に多くの方に来ていただきまして、確かにそのトイレという問題がかなり、私も

話を聞きました。駐車場はクラインガルテンの駐車場を使わせていただいて、そこから歩い

ていったと移るんですけれども、クラインガルテンが夜なんで営業していないと。たまたま

そのときはご厚意により、トイレ等を使わせていただいて経緯がありまして、今後、ろうそ

く祭りに代えましてＬＥＤを、保存会にいいますと、年３回ぐらい開催したいということで、

１回につき１週間程度はやりたいということなんで、そうすると、今、藤原委員が言われま

したトイレも非常に大きな問題になってくると思いますんで、この補助金を活用する中で簡

易トイレなのか、どういう形になるか分かりませんけれども、検討してまいりたいと考えて

おります。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。ぜひお願いしたいと思います。 

  もう一問行きます。６ページ、７ページにまたがるんですけれども、01の土地改良事業

の中で、土地改良事業の関連の中に、先ほどの説明だと高岩頭首工ということの補助工事の

分も入っているということを聞いたんですけれども、その下の05にも土地改良事業の中に

も高岩、どこだっけ、そうだね、農業用河川工事に1,000万があるんですけれども、これ高

岩頭首工はいろいろな面で２市１町ぐらいある、すごい１級河川からして、すごく重要なも

のとは感じているところですけれども、五、六年のもう前からの工事の中で、この土地改良

事業なのか、この土地改良改修、両方からの補助金とか、そういうのがあるということでし

ょうか、そこをちょっと確認したいんですけれども。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） お答えします。 
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  まず、上のほうの６ページの01土地改良事業につきましては、こちら土地改良施設維持

管理適正化事業ということで、これ高岩頭首工の整備をするんです。こちらは市が行う事業

となります。内容につきましては、議会でも一般質問でございました高岩頭首工、ゲリラ豪

雨とか降りますと、大量の雨がそこから竜王の市街へ入ってしまうと、それをできるだけ抑

えようということで遠隔操作なりという水栓ゲートの遠隔操作をしたほうが対応が早くでき

るということで、その事業がこちらの事業になります。市がやる事業です。 

  下の方の７ページの05土地改良区施設改修事業につきましては、こちらは県にお願いし

てやっていただいている事業で、こちらは高岩頭首工が大雨で一部流されたところもありま

すんで、その改修を現在、県にお願いしてやっていただいている。同じ高岩頭首工なんです

けれども、別の事業という形でなっております。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。ありがとうございました。 

  じゃ、ちょっともう一度、03のほうに戻りまして、質問を変えます。 

  ため池の緊急事業負担ということで990万、３つのため池なんですけれども、ただ、補修

緊急整備というか、そんな補修工事ですけれども、これ３つのため池もかなり大きいところ

もあるんで、これ工事内容はどんなことをやるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○農林土木係長（八巻哲也君） お答えします。 

  こちらにつきましては、県営事業でため池の整備をしております。こちらのほうでは調査

をしまして、耐震の性能が低いという形の中で整備を進めていく事業になっております。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） これは、まだ今のところ段階は３つのため池、調査をして耐震化がど

のぐらいの精度を見て、また再度、工事にかかるというような形で、調査費ということです

か。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 調査は終わっております。これから詳細な設計をして工事

をやっていくということで、５年度につきましては、一部工事もございますので、それの負

担金ということで990万円を計上させていただいておる状況でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。 
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  その中で、このほかに５年ぐらい前、泉のため池とか、いろいろため池があるんだけれど

も、大きいため池も外周工事が終わっているんですけれども、このほかにはまだやっていな

いところは、やっていないというか、ここの設計も何も、その段階では上がっていないとい

うため池はまだあるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 八巻係長。 

○農林土木係長（八巻哲也君） ため池の調査は終わっているのですが、まだ詳細設計に入っ

ていないため池はございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 分かりました。 

  ここまであれなんですけれども、一気にできるもんじゃないですけれども、いろいろな形

の中で防災・災害については一番必要なことだと思いますので、いち早くお願いしたいと、

こんなふうに思います。ありがとうございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに質疑ありますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ３ページの上ですが、有害鳥獣捕獲報償ですが、去年どのぐらい実績

があったでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） 管理捕獲事業による鹿、イノシシの捕獲実績につきまして、

令和４年度、イノシシが35、鹿が114となります。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） すみません、２点ほどお願いします。 

  ８ページのナンバー02松くい虫の防除事業は、その下の昇仙峡の松の緑を守る会に委託

しているということでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） 市で行っております松くい虫の防除事業とは別で、昇仙峡の

松の緑を守る会というところが、また行っているものに対して市で負担金を出しているもの

になります。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 
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○委員（若尾彰子君） では、令和４年に先ほど410本、450立米処理したというのはその２

つを合わせてということでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） 先ほど申し上げました実績につきましては、市で行った分に

なりますので、こちらの緑の守る会の分は含まれておりません。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） あともう一つ、４ページのナンバー18地域おこし協力隊について、

今年度、１人卒業される方がいらっしゃるということなんですけれども、令和４年度の当初

予算には起業支援事業費補助金が計上されておりましたが、今年度はその卒業する方ですと

か、甲斐市での起業の予定、その後の進路などは、起業の予定などはあるのでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 中込係長。 

○農林振興係長（中込 聡君） お答えいたします。 

  令和４年度に計上されていた200万円の起業支援金につきましては、本年度、今年３月を

もって３年経過で卒業される方が甲斐市で就農すると、内容的にはブドウをメインで行って

いきたいということで、その方の起業に対して200万円、令和４年度の予算で対応していた

だきます。令和５年度につきましては、３年満了で卒業する隊員がおりませんので、計上し

ていないところであります。 

○委員（若尾彰子君） ありがとうございました。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  保坂委員。 

○委員（保坂 康君） ３ページの10番の竜王土地改良区なんですけれども、この補助金と

いうのは何に使っているんでしょうか、教えていただきたいんですけれども。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） こちら先ほどの説明でも少々触れさせていただきましたけ

れども、竜王土地改良区ということで、先ほど言った高岩頭首工とか、あと上堰という取水

の取り入れのゲートとかを管理するために臨時職員を１名雇っておりますんで、それの職員

の代金、あとは各地区に水利委員さんというのがおりまして、その方にいろいろまちの管理

とか…… 

〔「水配委員」と呼ぶ者あり〕 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 失礼、水配委員さんというのがおりますんで、その方のお
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手当、あとはその頭首工を管理するには電気料とか、あと点検、電気設備とかありますんで、

定期点検とかありますんで、その辺の費用として使っていただいております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 保坂委員。 

○委員（保坂 康君） ということは、ほかの地区にはそういうものは全くないんですか、双

葉とか敷島とかには。 

○委員長（秋山照雄君） 小宮山課長。 

○農林振興課長（小宮山 尚君） 双葉、敷島にも、そういう水門施設とかございますが、そ

れを管理している土地改良区がありませんので、それについては電気料とかは市で負担して

おります。ただ、双葉、敷島にも水路を管理する土地改良区とかございますけれども、水門

とかの電気代については双葉、敷島については市が直接負担しているような形になっており

ます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに何ありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） ないようですので、質疑を終了します。 

  これで農林振興課についてを終了します。 

  ここで暫時休憩します。 

  午後は１時10分より再開いたします。よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時５３分 

 

再開 午後 １時０９分 

 

○委員長（秋山照雄君） それでは、午後の会議を再開します。 

  先ほどお手元にお配りました委員会の時間の表ですけれども、令和４年度の時間をそちら

のほうへ参考に皆さんの手元へお配りしましたので、これはあくまでも参考にしていただい

て、このとおりにしなくて結構ですから、早く終わってもいいですし、よろしくお願いいた

します。 

  それでは、会議を再開します。 

  なお、藤原委員は遅刻する旨の連絡がありましたので、よろしくお願いします。 
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  次に、５款労働費及び７款商工費並びに13款諸支出金のうち、商工観光課所管の事業に

ついて説明を求めます。 

  久保商工観光課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 大変お疲れさまです。 

  商工観光課及び敷島支所市民地域課が所管いたします令和５年度当初予算案につきまして

ご説明させていただきます。 

  予算参考資料のナンバー７、12ページをお願いいたします。予算説明書につきましては

86ページからとなりますので、よろしくお願いいたします。 

  まず、５款労働費、１項労働諸費、１目労働諸費、ナンバー01労働関係職員費639万

4,000円、財源は全て一般財源であります。商工労働係の職員１人分の人件費であります。 

  ナンバー10労働総務費1,480万2,000円、財源内訳の国県支出金225万円は、右側の事業概

要の一番下にあります移住支援事業補助金300万円に対する国県支出金でありまして、国が

２分の１で150万円、県が４分の１で75万円であります。この労働総務費につきましては、

前年度までは２款総務費のナンバー16地方創生事業に計上していた移住定住促進事業と、

同じく前年度までは同じ５款の労働費のナンバー15労働施策推進事業に計上していた移住

支援事業補助金を統合して、移住定住関係に係る予算としてまとめたものです。 

  主な経費といたしましては、関係人口創出・魅力発信事業として784万円を計上しており

ます。この事業は、経営戦略課が昨年３月に上り線の双葉サービスエリア管理会社とシティ

プロモーション事業推進に関する協定を締結したことにより、今年度、令和４年度はサービ

スエリア内に本市の特産品や観光パンフレットなどを設置したブースを設けるとともに、双

葉サービスエリア近くの中央道上下線に架かる跨道橋へＰＲ横断幕を設置するなど、本市の

魅力発信に努めてまいりましたが、来年度はサービスエリア内の特産品ブースは引き続き設

けながら、都内で実施される移住関連イベントや御前崎や牧之原などの観光関連イベント、

「やはたいぬ」が出演する県外でのゆるキャライベントなどにおいて、本市のＰＲを委託す

るなど、本市の魅力発信や移住促進、関係人口の創出に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

  そのほか主なものとして、空き家リフォーム補助金300万円につきましては、空き家バン

クに登録した物件について20万円以上のリフォームを実施した場合に、経費の２分の１、

最大100万円を補助するもので、令和３年度から事業を実施し、令和３年度に３件、今年度

はこれまでに１件の実績となっております。移住支援事業補助金300万円につきましては、
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国県支出金で触れさせていただいた国の制度で、５年以上、東京圏で居住もしくは通勤・通

学していた者が本市へ就職もしくは都内の仕事をテレワークで行うなど、一定の要件を満た

した場合、単身世帯に60万円、２人以上の世帯に100万円を補助するものであります。 

  ナンバー12市民保養所委託事業212万1,000円、財源は全て一般財源であります。夏季保

養所の委託契約でございます。海の家は牧之原市観光協会など３か所の観光協会、山の家は

市内２か所、市外２か所の委託であります。 

  ナンバー13峡中広域シルバー人材センター補助事業1,447万1,000円、財源内訳のその他

629万1,000円は、峡中広域シルバー人材センターの構成市町からの負担金として、中央市

が367万円3,000円、昭和町が261万8,000円であります。一般財源の818万円は甲斐市の負担

金であります。 

  なお、この負担金は均等割と人口割から算出しております。 

  ナンバー15労働施策推進事業300万5,000円、財源内訳のその他300万円は、生活安定資金

預託金の元金収入であります。勤労者生活安定資金預託金は、年度当初に300万円を中央労

働金庫に貸付けの原資として預託し、この資金に労金の資金をプラスして市内の勤労者の生

活資金として融資をする事業であります。 

  ナンバー16勤労者施設運営委員会費４万3,000円、財源は全て一般財源であります。勤労

青少年ホーム、働く婦人の家、勤労者会館３施設の運営委員７人分の報酬であります。 

  13ページをお願いします。 

  ナンバー18勤労青少年ホーム管理運営費326万8,000円、財源内訳のその他16万1,000円は、

施設の使用料16万円と公衆電話使用料1,000円であります。事業の概要は、教養講座講師へ

の謝礼、施設の維持管理費であります。 

  ナンバー20働く婦人の家管理運営費657万5,000円、財源内訳のその他76万円は、施設の

使用料であります。事業の概要は、教養講座講師への謝礼、施設の維持管理費であります。

施設の樹木については、高木と低木を隔年で剪定し、令和５年度は高木であるケヤキ３本の

剪定費用を計上しております。 

  ナンバー21勤労者会館管理運営費10万円、財源内訳のその他財源３万円は、施設の使用

料であります。事業の概要は、施設の維持管理費であります。 

  次に、７款商工費、１項商工費、１目商工総務費、ナンバー01商工観光関係職員費5,888

万1,000円、財源は全て一般財源であります。商工観光課職員８人分の人件費であります。 

  ナンバー10商工総務費９万2,000円、財源は全て一般財源であります。事業の概要は、主
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にサテライト双葉に係る経費で、立川市で開催される運営協議会への出席に伴う職員の普通

旅費と事務費であります。 

  14ページをお願いします。 

  ２目商工振興費、ナンバー02商工振興事業4,228万5,000円、財源は全て一般財源であり

ます。 

  まず、商工振興事業の主な経費といたしましては、甲斐市商工会補助金として2,000万円

を計上しております。本市企業の大半を占める中小・小規模事業者につきましては、新型コ

ロナ、原油・原材料価格の高騰及びインボイス制度の対応など、様々な経営課題に直面して

おります。このような状況の中、国の支援施策が多岐多様化し、商工会経営指導員の１社に

かかる時間が大幅に増加し、商工会会員の経営課題に迅速に対応できない状況となっており

ます。 

  補助金2,000万円の内訳を括弧書きで記載をしておりますが、令和５年度から一番下の中

小・小規模企業支援体制強化事業として490万円を増額し、経営指導員を増員していただき、

商工会員の経営課題に迅速かつ丁寧に支援する体制を整えていただくことといたします。 

  次に、小規模企業者経営改善対策資金利子補給等127万円につきましては、公庫資金や県

の商工業振興資金などを借り入れた小規模企業者や創業者に対し、返済開始から１年以内に

支払った利子の２分の１を補助するものであります。 

  次に、甲斐市小規模企業者持続化補助金500万円につきましては、市内小規模企業者の持

続的な発展を支援するため、令和２年度から市単独事業として新たに創設したもので、主に

国の各種助成制度では拾い切れない小規模事業者が実施する経営力向上につながる経費に対

し、補助対象経費の２分の１、限度額50万円を補助するものであります。 

  次に、企業誘致推進事業ですが、来年度は商工労働・企業誘致係を商工労働係と企業誘致

係に分割し、起業誘致事業を集中的に進めてまいります。事務費185万円につきましては、

甲斐市版企業立地ガイドの作成経費や山梨県地域経済牽引事業推進協議会と連携した、県外

企業への誘致活動に伴う旅費などを計上しております。 

  委託料1,512万7,000円につきましては、合併による農工法適用地域の除外前に計画され

た下今井農工団地計画区域の残地部分について、用地測量業務委託及び不動産鑑定評価委託

料を計上しております。不動産鑑定が済み次第、順次用地交渉を進めてまいります。 

  15ページをお願いいたします。 

  ３目観光費、ナンバー10観光推進事業1,770万円、財源内訳のその他1,000円は、「やは
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たいぬ」ＬＩＮＥスタンプ購入料分配金、残りは一般財源であります。 

  主な事業として、登山道整備委託等事業61万5,000円につきましては、太刀岡山や御嶽古

道などの登山道入り口の草刈りや倒木処理の委託経費、太刀岡山登山道のトイレとして活用

しております清川地区消防団詰所トイレや御嶽古道外道入り口の常説寺に建設中の登山者用

トイレの維持管理経費、登山道内のロープ等の劣化に伴う消耗品購入費及び市で主催する御

嶽古道のガイドツアーのガイド謝礼などであります。 

  次に、観光巡回バス運行委託事業109万9,000円につきましては、春から初夏にかけて５

月、６月、また、秋の11月に市内の観光資源を巡回する巡回バスを運行するものでありま

す。 

  次に、フットパス（ツアールート活用）事業50万5,000円につきましては、甲斐市ちいさ

な旅として年間９回実施予定で、市内の身近な観光資源に触れていただく事業であります。 

  そのほか、「やはたいぬ」による県内外の各種イベント派遣を行うマスコットキャラクタ

ー着ぐるみ活用事業に581万3,000円、また、観光関係ＰＲ用品等として208万4,000円、こ

ちらは観光パンフレットやポスターの増刷経費であります。一番下の竜王駅魅力発信協議会

補助金につきましては、イルミネーション事業のほか、冬に実施する光のマルシェ開催経費、

駅前の「甲斐てき朝市」「鈴虫の声を聴く甲斐」などへの補助金であります。 

  ナンバー11観光イベント事業1,125万円、財源は全て一般財源であります。おみゆきさん

実行委員会補助金は、甲府盆地の水防を祈願する伝統なお祭りで、毎年４月15日に開催し

ております。本年は土曜日の開催となります。現在のところ、竜王町内を練り歩く竜王神輿

と化粧コンテストなどのステージイベントは、密接、密集となるため中止しますが、神事に

加え、一宮神輿の渡御、飲食店等の出店、信玄太鼓やみゆき連の出演を予定しており、昨年

より拡大して実施する予定です。 

  大弐学問祭実行委員会補助金は、郷土が生んだ偉人、山縣大弐の遺徳をしのび、９月の秋

分の日に開催の予定です。 

  甲斐市サクラまつり実行委員会補助金は、市の花、桜をめでることで市民の心の安らぎや

市への愛着心を醸成し、桜の開花時期に合わせたイベントであります。サクラまつりにつき

ましては、新型コロナウイルス感染症の影響により縮小しての開催を続けてまいりましたが、

今月実施いたしますサクラまつりにつきましては、赤坂台総合公園の夜間の桜ライトアップ

に加えまして、26日の日曜日に親子で楽しめるデイイベントを開催する予定で準備を進め

ております。 
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  最後に、16ページをお願いします。 

  13款諸支出金、１項基金費、12目地域振興基金費、ナンバー01地域振興基金積立3,006万

円は、財源は全てその他財源で、基金運用利子６万円と諸収入3,000万円であります。事業

の概要は、サテライト双葉各公営競技における双葉場外売場での売上金に対する市への負担

金であります。 

  以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） 13ページのナンバー18、20、21、各施設の年間の利用者って、どの

ぐらいになりますでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 藤田商工労働・企業誘致係長。 

○商工労働・企業誘致係長（藤田 充君） お答えいたします。 

  令和３年度の実績になりますが、勤労青少年ホームにつきましては延べ753名、働く婦人

の家につきましては3,426名の利用がありました。 

  以上です。 

〔「勤労者会館」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 三井敷島環境土木係長。 

○（敷島支所）環境土木係長（三井賢治君） お答えいたします。 

  勤労者会館の令和３年度の利用でございますけれども、51件の利用がございました。 

○委員長（秋山照雄君） そのほか何かありますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 12ページの10番、労働総務費の中で空き家リフォーム補助金という

項目があります。今、非常に空き家が増えているということで、何かこの間、見たら山梨は

26.5％が空き家、日本で一番多いと、その次が、私たちがこの間、企業視察した和歌山県

だそうです、空き家が多いのは。そんなところで、３町で今、空き家というのはどのくらい

あるんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 



－253－ 

○商工観光課長（久保欽一君） 空き家の実数につきましては、我々商工観光課のほうでは実

態はつかんでおりませんが、建設課のほうでつかんでおると思います。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） そうすると、あれですか、先ほどリフォームの補助金が上限が100万

ということで、それも建設課のほうということですか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） こちらの空き家バンクリフォーム補助金を使える方というの

が、まず市の空き家バンクに登録をしていただいた方というのが、まず条件になりますので、

そこに登録していた方で、これを使うという形になります。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 空き家バンクで登録した人のみ使えるということは分かりました。何

か、今年度見たら、今、300万の計上してありますけれども、300万というと、もう３件あ

れば、上限すぐ100万ぐらい使っちゃうんですね。そしたら３件ということですね。そうす

ると、今、建築代とか人件費が、建築代は結構アップしていますので、300万じゃ、ちょっ

と少ないかななんて私は思うんですけれども、その辺を考慮していただきたいなと思ってお

ります。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） こちらの空き家バンクリフォーム補助金につきましては、令

和３年度に要綱を制定しまして、令和３年度から実施しているもので、令和３年度の実績が

３件で201万7,000円でした。それで、今年度ですが１件ありまして、これは満額の100万円

を、１件で100万円が満額ですから、100万円を使ったということで、取りあえず今のとこ

ろは３件のを持っていれば何とか間に合うという状況でございます。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありますか。 

○委員（ 口孝之君） ありがとうございます。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） それに関連してですけれども、今現在で空き家バンクのほうに登録し

ている件数どのくらいありますでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 現在、登録数が９件ございます。 
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  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ、次に所管以外の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 14ページの企業誘致推進事業、それで委託料ということで、先ほど

の説明だと下今井団地ということで、今ある現状の下今井のあのエリアをということだと思

うんだけれども、その中で、事業の中で、前年度との事業の中で不動産鑑定、それから、調

査委託、今回もまた不動産鑑定というふうなことがあったんだけれども、同じ内容でやると

いう、その辺のところはどうなっていますか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 昨年不動産鑑定ということで予算を盛っておりましたが、ル

ネサスのほうが、急遽あそこに進出するということが決定いたしましたので、そこのルネサ

スの進入路につきまして、農林高校の敷地側に広げるということで、あそこは筆界未定地に

なっておりまして、そちらの整理をするということで、そちらの委託を優先をしたというこ

とで、こちらのほうに手がつかなかったということで来年度ということになります。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 勘違いしていました。下今井工業団地だよね、さっきの説明だと。下

今井工業団地は、今ある、あのメイコーとかあるじゃないですか。あのエリアということで

すよね、今ここで言っているのは。だから、去年のやつは、じゃ、向こうの  さんのとこ

ろね、了解です。 

  そして、その今、対象になる用地測量の予算入っているんだよね。面積ってどのぐらいの

面積があるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 藤田係長。 

○商工労働・企業誘致係長（藤田 充君） お答えいたします。 

  面積が約3.1ヘクタールぐらいを予定しております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、これを測量をして、今からあそこに隣接して工場用地と
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して誘致をするという目的でやるということだね。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） はい、あそこの計画の残地部分が、やはり内藤製作所の隣に

ありますので、そちらを全部やるということです。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、地権者に対しては、もうその分というのは交渉というか、

同意を得て、もう事業化できるということになっているんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 意向調査につきましては、毎年、毎年電話等で行っておりま

すが、売る気があるかどうかというところまでの意向調査はしておりますが、来年度、不動

産鑑定が終わったところで一軒一軒訪ねまして交渉をしていきたいと考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ということは、あそこは要するに、企業誘致として市としてはどこか

企業を呼び込むという目的で進めるということですか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） まずは、あそこをやりますが、まずは隣接する企業のほうか

らお声をおかけしていきたいと考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） そうすると、隣接する企業って、あそこの企業にどうですかと、増設

とか、そういう意味でやると、その後に新たに入居者を募集する、そういう。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） そういう段取りで行きたいと考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） それで、工程的と日程的に、何年頃までにそういうことを終って、測

量して、用地交渉して、そういう企業にやる、あるいは新たな誘致をするという、その辺の

工程表というか、その辺はどんな予定でいるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） まず、来年度は用地測量と不動産鑑定行いまして、その後、

順次用地交渉を進めます。それで、用地交渉次第なんですけれども、令和６年度に仮契約を

行いまして、議会にかけまして、そこから今度造成の設計、それから、農地転用の手続など
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をいたしまして、６年度中には所有権移転をできるかなというふうに考えております。です

から、令和７年度になって造成工事を行うというような段取りになろうかと思います。その

間に、企業のほうも選定をしていくということになります。 

○委員（内藤久歳君） 了解です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかに何かありますか。 

  金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） 02の商工振興事業でちょっと教えていただきたいんですけれども、

商工課の補助金の中で小規模事業者の経営支援事業と、また、その中の中小・小規模企業支

援体制強化事業ですとか、これ具体的に何か要件が違うんですかね、ちょっとその辺を教え

ていただきたいです。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 小規模事業経営支援事業は、小規模企業者への金融指導事業

とか、あと経営改善の講習会とかを行う費用を事業対象としております。それから、一番下

の中小・小規模企業支援体制強化事業、こちらにつきましては、商工会独自に指導員を雇用

する人件費として補助をする予定でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸幸司委員。 

○委員（金丸幸司君） ありがとうございました。よく分かりました。 

  その下の甲斐市小規模企業者の持続化補助金なんですけれども、これって、以前国でも何

かコロナの影響で売上げが下がったとかですかね、たしか法人の方には200万とか個人事業

主には100万とかって、たしか売上げが影響したかと思うんです。その内容というふうに理

解していいんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） それとはまた別ででして、甲斐市独自でいろいろ小規模事業

者へは国の支援事業がございますが、なかなか使い勝手が悪いと、小さな改善にはなかなか

補助も出してもらえないというようなことがありますので、そこを拾っていくということで、

甲斐市のほうで令和２年度に要綱を制定しまして、小さなものですけれども、対象経費の２

分の１で50万円を限度で、商工会を通じてこちらのほうに申請を受付をしていただければ

ということでつくったもので、令和２年度が13件、それから、令和３年度が14件、この令

和４年度は12件に補助をしたところでございます。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸幸司委員。 
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○委員（金丸幸司君） 対象の条件って何でしたか。売上げとか何かそう、特に関係ないんで

すか、何かその年度で売上げが下がったとかコロナの影響とか、そういうことなんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 久保課長。 

○商工観光課長（久保欽一君） 国の名前が同じものにしてしまったのがちょっとまずかった

んですけれども、国のものとは全く関係のない、市独自の小規模の事業者への補助金という

もの、くくりでございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ質疑を終了します。 

  これで、商工観光課についてを終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 １時４１分 

 

再開 午後 １時４３分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  次に、６款農林水産業費、８款土木費及び11款災害復旧費並びに13款諸支出金のうち、

建設課所管の事業について説明を求めます。 

  中澤建設課長。 

○建設課長（中澤一昭君） 大変お疲れさまでございます。よろしくお願いいたします。 

  着座にて失礼いたします。 

  それでは、建設課の令和５年度当初予算につきましてご説明いたします。 

  予算説明書は96ページ、97ページからとなります。また、予算参考資料ナンバー８の１

ページをお願いいたします。 

  ６款農林水産業費、３項国土調査費、１目地籍調査費、ナンバー01地籍調査費につきま

しては、予算額841万6,000円で、財源内訳の国県支出金は地籍調査事業費補助金として、

国庫分416万4,000円、県分208万2,000円で、残りは一般財源であります。事業の概要です

が、吉沢第13地区0.19平方キロの１年目工程及び吉沢第12地区0.15平方キロの２年目工程
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の地籍調査事業業務委託等で、本年度当初予算と比較し81万9,000円の減額であります。 

  予算説明書98ページ、99ページとなります。 

  次に、８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、ナンバー01土木管理関係職員費

につきましては、予算額１億832万6,000円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業

の概要ですが、都市建設部長と都市建設課職員を合わせた16人分の人件費で、職員１名の

増員に伴い本年度当初予算と比較し348万2,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー02土木管理関係会計年度任用職員等費につきましては、予算額1,014万

8,000円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業の概要ですが、道路維持管理を行う

作業員６名分の人件費で、本年度まで建設課の原課任用であったことから、ナンバー11道

路維持管理事業において予算措置を行っておりましたが、令和５年度から人事課任用とする

方針から、新たな事業として予算計上を行っております。 

  次に、ナンバー10道路台帳管理事業につきましては、予算額1,031万8,000円で、財源内

訳は全額一般財源であります。事業の概要ですが、道路法に基づき市が管理している市道の

道路台帳補正業務委託で、令和５年度では県から県道甲府南アルプス線、通称廃軌道・バス

通りの移管が予定されており、延長にして5.4キロ増えることから、本年度当初予算と比較

し531万8,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー11道路維持管理事業につきましては、予算額2,548万9,000円で、財源内

訳のその他財源につきましては道路占用料で、残りは一般財源であります。事業の概要です

が、道路維持管理費のほか、市道の街路樹剪定等を行う市道街路樹等管理委託、また、側溝

しゅんせつ・除雪等の重機借り上げ、道路・水路等の緊急改修工事で、本年度当初予算と比

較し、先ほどご説明した道路維持管理作業員６名分の予算組替え等により1,079万9,000円

の減額となっております。 

  予算参考資料２ページをお願いいたします。 

  次に、ナンバー12土木総務事業につきましては、予算額4,014万2,000円で、財源内訳の

国県支出金は木造住宅耐震関係等の補助金で、国庫補助金504万9,000円、県補助金で269万

1,000円、また、その他財源は公共物使用料等で、残りは一般財源であります。事業の概要

でありますが、空家等対策協議会委員報酬、篠原地区公園調整池ポンプ電気料等のほか、市

道の分筆等に伴う測量委託料、木造住宅耐震診断業務委託、木造住宅耐震改修設計・工事等

補助金、空家除却事業補助金、省エネルギー住宅等普及促進事業費補助金、急傾斜地崩壊対

策事業に伴う負担基金等であります。 
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  また、新規事業といたしまして、空き家データ構築業務委託と地震発生時にブロック塀等

の倒壊による被害を防止するため、倒壊の危険があるブロック塀等を除却する者に対して補

助を行う、ブロック塀等安全確保対策支援事業補助金などを計上したことにより、本年度当

初予算と比較し1,372万4,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー13竜王駅維持管理事業につきましては、予算額2,895万5,000円で、財源

内訳のその他財源は竜王駅前広場使用料等で、残りは一般財源であります。事業の概要であ

りますが、南北自由通路・駅前広場の維持管理に係る各種業務委託のほか、来年度は竜王駅

敷地内防犯カメラ設備更新工事、竜王駅南北自由通路エスカレーターハンドレール取替え工

事等を行うことから、本年度当初予算と比較し1,406万1,000円の増額となっております。 

  次に、令和５年度からの新規事業でありますナンバー14狭あい道路拡幅整備事業につき

ましては、予算額7,980万7,000円で、財源内訳の国県支出金は国庫補助金の社会資本整備

総合交付金で、市債は公共事業等債で、残りは一般財源であります。事業の概要ですが、安

全かつ良好な住環境の形成を図ることを目的とし、建築基準法に基づき、幅員４メートル未

満の狭隘道路に接している家屋等の建て替えに伴うセットバック用地を市に寄附していただ

き、市においてその用地の測量、文筆、登記、舗装等の整備を行うセットバック用地整備事

業と、自治会要望に基づく路線単位での道路拡幅整備としまして、現況幅員が４メートルに

満たない市道榎万才線の拡幅整備事業を計上いたしました。 

  次に、ナンバー17塩崎駅維持管理事業につきましては、予算額433万7,000円で、財源内

訳のその他財源は塩崎駅前広場使用料等で、残りは一般財源であります。事業の概要ですが、

駅前トイレ維持管理に係る経費と駅周辺清掃及び自転車等整理業務委託で、本年度当初予算

と比較し96万2,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー50都市建設部公用車維持管理事業でありますが、予算額237万9,000円で、

財源内訳は全額一般財源であります。事業の概要ですが、都市建設部で使用しております公

用車12台分の燃料費、車検等費用で、本年度当初予算と比較し26万1,000円の減額となって

おります。 

  次に、２目地籍管理費、ナンバー01地籍管理事業につきましては、予算額300万円で、財

源内訳のその他財源は地籍手数料で、残りは一般財源であります。事業概要ですが、国土調

査の成果の地図訂正等に伴う測量及び登記書類作成などの業務委託で、本年度当初予算と比

較し増減はございません。 

  次に、２項道路橋梁費、１目道路維持改良費、ナンバー01道路維持改良事業につきまし
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ては、予算額5,840万円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業概要でありますが、

各自治会からの要望等による道路小改良、小補修工事及び区画線補修工事などで、本年度当

初予算と比較し114万5,000円の減額となっております。 

  次に、ナンバー02道路舗装事業につきましては、予算額3,500万円で、財源内訳の市債は

合併特例債で、残りは一般財源であります。事業概要でありますが、市道道路の舗装工事費

で、本年度当初予算と比較し、増減はございません。 

  予算参考資料４ページをお願いいたします。 

  次に、２目道路新設改良費、ナンバー01道路新設改良事業につきましては、予算額１億

8,267万5,000円で、財源内訳の国県支出金は国庫補助の社会資本整備総合交付金で、市債

は公共事業等債と合併特例債で、残りは一般財源であります。事業の概要でありますが、市

道の改良工事のほか、竜王新町山の神地内側溝改修に伴う詳細設計委託、分筆登記等業務委

託のほか、道路改良工事に伴う物件補償費、電柱・水道施設等の移設補償費、また、来年度

は日立道路線道路改良工事に伴う工事請負費と物件移転補償費を計上しており、本年度当初

予算と比較しまして１億1,066万円の増額となっております。 

  次に、３目橋梁維持改良費、ナンバー01橋梁長寿命推進事業につきましては、予算額１

億8,850万円で、財源内訳の国県支出金は国庫補助金の道路メンテナンス事業費補助金で、

市債は合併特例債、残りは一般財源であります。事業概要ですが、橋梁修繕費のほか、令和

５年度は18橋分の橋梁点検業務委託、鳥ケ池橋橋梁補修詳細設計委託、橋梁及び大型カル

バートの長寿命化修繕計画策定委託、竜王赤坂橋と坊沢橋の補修工事などで、本年度当初予

算と比較し１億6,420万円の増額となっております。 

  次に、３項河川費、１目河川維持改修費、ナンバー01河川維持事業につきましては、予

算額2,250万円で、財源内訳は全額一般財源であります。事業概要でありますが、各自治会

からの要望等に伴う河川、水路の小改良、小補修工事で、本年度当初予算と比較し、増減は

ございません。 

  次に、ナンバー02河川改修事業につきましては、予算額5,680万円で、財源内訳の市債は

緊急自然災害防止対策事業債と合併特例債で、残りは一般財源であります。事業概要ですが、

河川、水路の改修工事のほか、中下条地内の浸水対策に伴う水路詳細設計業務委託で、本年

度当初予算と比較し60万円の減額となっております。 

  次に、５項住宅費、１目住宅管理費、ナンバー01市営住宅管理事業でありますが、予算

説明書は106ページ、107ページになります。 



－261－ 

  ナンバー01市営住宅管理事業につきましては、予算額6,231万1,000円で、財源内訳の国

県支出金は国庫補助金の社会資本整備総合交付金で、その他財源は住宅使用料現年度分等で

あります。事業の概要でありますが、市内12か所、256戸の市営住宅施設の維持管理経費の

ほか、川辺町団地の給排水管改修工事に伴う設計監理委託費及び工事費、また、住宅マスタ

ープラン及び住宅長寿命化計画の改定業務などで、本年度当初予算と比較し3,330万円の増

額となっております。 

  予算参考資料６ページをお願いいたします。 

  次に、予算説明書は132ページから135ページとなります。 

  11款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目公共土木施設災害復旧費、ナンバ

ー01現年度公共土木施設災害復旧費につきましては、予算額100万円で、財源内訳は全額一

般財源であります。事業概要ですが、公共土木施設の災害復旧工事費で、前年度予算と比較

し、増減はございません。 

  次に、13款諸支出金、１項基金費、７目市営住宅事業基金費、ナンバー01市営住宅事業

基金積立につきましては、予算額４万円で、財源内訳のその他財源は市営住宅事業基金の運

営益であります。事業の概要でありますが、基金の利子収入で、本年度当初予算と比較し

8,000円の減額となっております。 

  以上が建設課の令和５年度当初予算の概要説明となります。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ２ページの14、新しい事業として榎万才線拡幅整備事業、これはど

こからどこ、起点から終点といいますかね、位置関係とどのくらいの長さか、道幅がどのく

らいになるか、その点をお願いします。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  廃軌道に面した榎東区になるんですけれども、廃軌道に面したオスカーがあるところお分

かりになりますかね、ちょっと目標物がなかなかなくて、ご説明が難しいんですけれども
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…… 

〔「柳田」と呼ぶ者あり〕 

○建設課長（中澤一昭君） 柳田、はい、そうですね。柳田さんのオスカー、クリーニング店

がある、そこから南下していく…… 

〔「南へ」と呼ぶ者あり〕 

○建設課長（中澤一昭君） 南へ、はい、入っていく道ですね。現況幅員が狭いところで2.5

メートル、広いところで3.8ぐらいの、先ほど申したように４メートルに満たない路線でご

ざいます。延長としまして190メートルの延長を、この狭隘道路の整備事業という形で拡幅

改良をしていくといった内容でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 2.5から3.8しかないところを４メートル確保して、190メートルくら

い延ばすと。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） はい、そのとおりでございます。４メートルに幅員の拡幅をする

事業でございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

  加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） ４ページの土木、橋梁のところなんですけれども、今、結構社会イン

フラで老朽化というふうなことが騒がれていますけれども、甲斐市の中で老朽化と言われて

いる橋梁ってどのくらいあるか分かりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切建設土木係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  老朽化している橋につきましては、毎年定期点検を行っている中で、老朽化っていう項目

はないんですけれども、一応点検は行っていまして、その結果で、損傷度が激しいものにつ

いては随時直していくようなことをしております。基本的に橋は結構どの橋もかなり昔に建

設しておりますので、老朽化しているといえば老朽化しているというようなことだとは思い

ますけれども、ただ、老朽化している橋という橋については、その数字は出ていないので、

実際の数字は言えないところです。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） くたびれているかどうかというのは調べなきゃ分かんないということ
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でしょう。例えば、もう築40年以上たっているとか50年以上たっているとかというふうな

区切りだと、どのぐらいあるか分かりますか。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） すみません。ちょっと詳しい集計がしていないので、築何

年以上たっているというのは集計すれば出てくるんですが、ちょっと今、手元にはありませ

んので、すみません。 

○委員（加藤敬徳君） 次の質問いいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 加藤副委員長。 

○委員（加藤敬徳君） ５ページの河川費のところなんですけれども、委員会で予算を上げて

ほしいというふうな要望を出したのが全く反映されていなくて残念なんですけれども、今年

度は９件改修予定ということですが、そのほか要望で出ているものというのは、残りどのく

らいありますか。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） 要望に関するものにつきましては、同じ01の河川維持事

業の中で、緊急性の高いものから随時そこで予算を使って執行している状況であります。 

〔「本数は分からないということ」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 

○建設土木係長（小田切英規君） 河川に関する要望件数ですけれども、３地区全体で令和４

年度につきましては84件の要望がありました。 

○委員（加藤敬徳君） 分かりました。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） すみません。１ページの11番、道路維持管理事業の中でちょっと確

認させていただきたいと思います。 

  除雪等重機借り上げというところがあります。たしか２月10日ぐらいに、この市内にも

20センチぐらいの降雪がありました。そのときに正直言って、課長ともちょっと簡単に話

ししたんですけれども、この降雪重機依頼というのは、基準は何センチ以上降ったら頼むと

か基準はあるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 大柴建設総務係長。 

○建設総務係長（大柴宏之君） 基本的には大雪の警報が出まして、15センチ以上になりま
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したら協会のほうに依頼をかけているような状況でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） 今回20センチ、年に２回ぐらい、10センチとか20センチぐらい降る

んですけれども、この重機でかけるところはほとんど大きなメイン道路だけですよね。いわ

ゆる私たちが住んでいる生活道路というのは、ほとんどかいてくれない状態ですから、地域

の皆さん、区民の皆さんとかにお願いするというような状況ですね。そうすると、どうか、

どこのあれでもいいんですけれども、防災無線を使って、地域の皆さん、雪かきの協力をお

願いしますねというと、ぜひとも高齢者の方のところが、いつになっても雪が解けなくて大

変ということで、そういうちょっと無線を利用して協力を願ったらなと思うんですけれども、

どうでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  今、 口委員さんがおっしゃったとおりです。この重機で除雪を行う、幹線道路を優先し

て、それから余禄があれば、そういったまた細いというか、違う路線にも入っていけるとい

うような内容になっているところなんですけれども、委員がおっしゃっているその防災無線

を使っての除雪等々は、また、防災危機管理課とも今後、来年度の課題としてちょっと検討

をしてみたいとは考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） それに伴いまして、今年２月10日ちょっと降ったときは、そのあし

たがすごく暖かくて、すぐ解けたんですよね。ぜひとも、すごくそのあしたが寒冷と、もう

凍結しちゃうということになれば融雪剤の、各区長さんにも融雪剤を持ちに来てもらいたい

よとか、先にもう用意してくださいよとかという通知徹底が必要じゃないかなと思いますけ

れども、いかがでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  融雪剤の配布に関しましては、年度当初、またその合間の各自治会長にもお話はさせてい

ただいていますので、区長さんのほうではもう承知しているものだと認識しております。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  長谷部委員。 



－265－ 

○委員（長谷部 集君） ２ページ12番の新しい事業の空き家データ構築業務委託、これに

ついてもうちょっと詳しく教えてください。 

○委員長（秋山照雄君） 大柴係長。 

○建設総務係長（大柴宏之君） 空き家データの構築業務委託について説明させていただきま

す。 

  こちらの業務のほうなんですが、現在、甲斐市においてスマートプロジェクト推進課のほ

うにおいて、統合型のＧＩＳシステムというのを入れております。このシステムの中に、令

和２年に実施しました空き家の実態調査で空き家の台帳、あと、その場所とかありますので、

そのデータをこの統合型ＧＩＳのシステムの中に入れ込む内容となっております。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） そうすると、今から何かを調べたりとかということじゃなくて、今

まであるものをデータ化するということで、そういう捉え方でよろしいですか。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  そのとおりでございます。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） この入れた今度のデータの使用目的になるわけですけれども、所管

は違いますけれども、空き家のデータバンクであるとか、そういった利用をする目的で考え

ると、どんなふうに捉えているんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 大柴係長。 

○建設総務係長（大柴宏之君） すみません。統合型ＧＩＳのほうなんですが、大きな目的と

しましては、地理情報データ等の利活用による行政運営の効率化ということで、先ほど委員

さんのほうも言われたとおり、空き家の問題という対応している部署というのが、例えば、

先ほど言われたように商工観光課、あと空き地ということで環境課、あと空き家の除却とい

うことで建設課も携わっていますので、そこの課の情報の共有ということが一番効果的だと

考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） ありがとうございます。 

  その下のやすらぎ公園のポンプの更新工事です。これ、やすらぎ公園って、どこにある公

園か教えていただきたいんですが。 
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○委員長（秋山照雄君） 齋藤建設管理係長。 

○建設管理係長（齋藤一也君） お答えいたします。 

  場所は篠原の区画整理地内にあります。具体的な場所は、竜王田中線からちょっと南側の

ほう、バーベキュー平見城のある、そのちょっと南側のところにある公園が、やすらぎ公園

となります。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） どういった位置づけの公園ですか。自治会が使うような小さい公園

なのか。 

○委員長（秋山照雄君） 齋藤係長。 

○建設管理係長（齋藤一也君） こちらのほうは篠原区画整理とフジヤのグリーンタウンで開

発したところの調整池がございます。かなり面積的には大きい公園が３か所ございます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいでしょうか。 

  細かいことがあったら、もし、あれだったら、清水和弘さん、自治会長ですから、元の地

元ですから、よく和弘さんに聞いてください。 

  長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 質問を変えます。 

  ５ページの市営住宅の関係ですけれども、予算額が大きく増額をして、令和４年度と比べ

ると増額していますけれども、見たところ、川辺町団地の工事の関係が増えているんだなと

は思うんですけれども、財源内訳の関係で、その他がかなり増えていまして、私の記憶だと、

このその他というのは市営住宅の使用料だと思うんですけれども、そのほか何かがあって、

ここのその他の財源とかが増えているのか、その辺の説明をちょっとお願いしたいんですけ

れども。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  財源内訳のその他につきましては、住宅使用料の現年度分というような形で歳入のほうの

計上をさせていただいております。あと、厳密に言いますと、車庫証明料とか1,000円、ま

た、行政財産使用料も1,000円というと、そういった項目で合計の3,832万円というような

歳入を見込んでおります。 
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  以上でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 長谷部委員。 

○委員（長谷部 集君） 令和４年度の当初予算と比べると1,700万ぐらい増えて、倍までは

行かないですけれども、かなりの増額なんですけれども、それだけでしょうか。再度確認を

お願いします。 

〔「休憩を入れてもらっていいですか」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） ちょっと休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時１６分 

 

再開 午後 ２時１８分 

 

○委員長（秋山照雄君） 再開いたします。 

  中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  市営住宅の管理事業費自体が、総体事業費が増えているということで、それに伴って歳入

のほうも住宅使用料現年度分をそちらに充てているというような内容でございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ所管の委員の質疑を終了します。 

  なければ所管以外の委員の質疑を行います。 

  所管以外、質疑はありませんか。 

  内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ３ページの敷島地区の区画道路の区画線ということで900万計上して

あるんだけれども、これはどの辺の、通学路のあれある、区画線。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  こちらの来年度施す予定の敷島・双葉地の通学路区画線補修工事につきましては、具体的

な場所というのは要望をいただいてから、また精査して施工していくんですけれども、当然

通学路ですので、各地区そういった学校同士の要望とか自治会からの要望がありますので、
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大方学校周辺をまたメインに施していきたいとは考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ちょっと確認したいんだけれども、この予算計上するに当たって、ど

こどこの学校からこういう要望が出ている。距離的にどれだけという、そういう学校との教

育委員会とのやり取りの中で、危険度、必要に応じて整備をしていくということのほうが望

ましいんだけれども、今の説明だと、予算をほっといて、遅れちゃうじゃんね。だから、要

望出てきて、そのときに、どこが悪いんだということを決めて、次に何やるっていって予算

化して、その事業をするという形のほうがいいかななんて思うんだけれども、その辺の教育

委員会とのこの通学路の安全対策ということになると思うんだけれども、その辺の連携とい

うか、その辺はどんな形で。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  私のちょっと説明が不足して大変申し訳ありませんでした。 

  毎年、通学路の安全パトロールというような形で、教育総務課と連携した形で学校の要望

も吸い上げて、また自治会の要望を吸い上げて、施工箇所のピックアップをしているところ

でございます。私、先ほどちょっと言葉が足りなかったんですけれども、令和４年度、今年

度もそういった形でパトロールを行いまして、現地のほう確認をしております。その中で、

令和５年度、来年度ここをやるぞというところは、当然幾つかピックアップしてあるんです

けれども、具体的にそのたくさん場所がありますので、ちょっと私、先ほど学校周辺をメイ

ンにというような発言させていただいたんですけれども、決まった、おおむね、ここをやる

ぞというところは幾つか当然、はい、上げております。また、突発的に当然上がってくると

いうような案件もありますので、それにも当然対応したいと考えておりますので、そういっ

た相対的な900万というような形でご理解いただければと思います。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 目指すところと考えていることはよく理解したんで、その辺のところ

をスムーズに連携を高めて、要するに、一番学校からの要望というのは最優先すべきだと思

うんで、その辺のところをうまく連携を図って進めてもらえればというふうに思います。委

員長。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 次に、４ページの日立道路改良工事事業に伴う物件移転補償2,000万
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ってあるんだけれども、これの内容、移転の内容とか補償のあれはどんな具合になっている。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  こちらの日立道路線の改良工事でございますが、八幡新田玉川線から、ご承知のとおりル

ネサスの工場へ、敷地へ向かっていく約430メートルの道路の改良を今、予定しておるとこ

ろでございます。その道路が現況幅員が6.5メートル、水路入れて７メートルの今、副員が

あるわけですけれども、その幅員を農林高校の県の協力をいただきまして、片側２メートル

の歩道つきの総体9.5メートルの道に拡幅をするという計画でございます。 

  それにつきまして、農林高校側へ県のほうに用地の協力をお願いしておるというところか

ら、今現在、ネットフェンスがあったり学校へ入る門扉、入り口が２か所ほどあったり、ま

た、その先に行くと木があったり…… 

〔「看板」と呼ぶ者あり〕 

○建設課長（中澤一昭君） 看板も、はい、何とか農園というようなでっかい看板もあったり

します。それが全部、今回幅員の中に入ってきますので、その今、言ったネットフェンス

等々の物件を移設の補償をするための予算でございます。これは、この予算を使って、その

広がった分の、その９メートルの地点のほうへ移設をかけるといった経費でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） その移設する中というのは、農林高校の中にそれを移設するという、

そういう考え。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） はい、そのとおりでございます。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 単純な質問で申し訳ないね。それって、その移転補償の負担について、

当然道の関わることは市がやらなきゃならんけれども、その移転補償というものの費用に関

して、市が負うべきなのか、その目的が、ルネサスが工場を運営するために移転するという

その費用をね、負担のことについて市がやるものなのか、事業主がやるものなのか、その辺

のところは今の説明だと市が負うということになっているんだけれども、その辺はそういう

ことでということ。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 
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  市道の拡幅ということになりますので、これは市で負担する内容でございます。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） ５ページの中下条地内の浸水対策の水路詳細設計ということなんだけ

れども、これは具体的に、どこら辺の水路設計をするの。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  中下条地内の浸水対策の設計委託ですけれども、こちら場所が島上条公園からずっと南下

する水路がございます。それで、県道を渡って、今ある金の宮住宅の脇を流れる水路、それ

がずっとまだ南へ下りまして川久保団地…… 

〔「川久保団地」と呼ぶ者あり〕 

○建設課長（中澤一昭君） はい、の中を通過して新町へ抜ける水路があるんですけれども、

雨水対策の調査の結果、やはりどうしても、この金の宮住宅から川久保団地の付近でゲリラ

豪雨、大雨が降ると、そこで水があふれるというような結果が出ております。これを軽減す

るため、今の金の宮住宅のところから新町へ向かう金の宮南線という市道があるんですけれ

ども、その市道へ要するに分水をかけて、下流域の水の量を抑制する、軽減するというよう

なことを施せば、これは効果が期待できるというような結果の下、来年度、これの設計をか

けて次年度、工事に取りかかりたいなというふうな形で、場所は今、言ったように金の宮住

宅から南下して新町までのその間ですね。そこの分水をかける水路の委託であります。 

○委員長（秋山照雄君） 内藤委員。 

○委員（内藤久歳君） 確認だけれども、来年度設計をして、工事が６年度にやるという工程

でいいのかな。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） はい、今現在はそういった計画でございます。 

○委員（内藤久歳君） 以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかに。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 同じあれなんですけれども、河川改修事業の中下条地内ということな

んですけれども、あと竜王でも富竹新田とか西八幡とか篠原とか、いろいろ出ていると思う

んですけれども、そちらのほうの状況というのはどういうふうになっているでしょう。 

○委員長（秋山照雄君） 小田切係長。 
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○建設土木係長（小田切英規君） お答えします。 

  来年度、富竹新田と西八幡のほうで１件ずつ工事を予定しております。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかにありますか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） すみません。ちょっと伺いたいんですけれども、01と02で維持事業

と改修事業がありますよね。維持事業というのは金額が少ない部分だと思うんですけれども、

幾らぐらいまでだったら維持事業で対応できるんでしょう。 

○委員長（秋山照雄君） 中澤課長。 

○建設課長（中澤一昭君） お答えします。 

  01の河川維持事業のほうですけれども、水路等の小改良、小補修工事というような内容

で、130万円以下は、こちらの事業費を使って施工するという内容になっております。 

○委員長（秋山照雄君） よろしいでしょうか。 

  質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ質疑を終了します。 

  これで建設課についてを終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ２時３０分 

 

再開 午後 ２時３８分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  次に、８款土木費のうち、都市計画課所管の事業について説明を求めます。 

  大木都市計画課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 連日大変お疲れさまでございます。 

  都市計画課から令和５年度当初予算の概要につきましてご説明いたします。 

  予算参考資料のナンバー８、７ページをお開きください。また、予算説明書は102、103

からとなります。 
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  初めに、８款土木費、４項都市計画費、１目都市計画総務費であります。 

  ナンバー01都市計画関係職員費につきましては、予算額１億2,336万5,000円で、財源内

訳のその他は、開発許可申請手数料や屋外広告物審査手数料などの都市計画手数料、残りは

一般財源となります。事業内容は、都市計画課職員17人分の人件費で、本年度当初予算と

比較し236万2,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー10都市計画関係審議会費につきましては、予算額23万4,000円で、財源は

全て一般財源となります。事業内容は、委員報酬が都市計画審議会３回、景観審議会２回分

の報酬と食糧費、郵送料などの事務費等で、各種計画策定に伴う都市計画審議会の回数増加

により、本年度当初予算と比較し１万7,000円の増額となっております。 

  次に、ナンバー11都市計画諸費につきましては、予算額2,221万円で、財源内訳の国県支

出金は、立地適正化計画策定に係る国の補助金、その他財源は都市計画図、総括図売りさば

き代、残りは一般財源であります。主な事業内容は、本年度に引き続き立地適正化計画の策

定業務を行うとともに、来年度は都市公園の利用者の安全性確保やライフサイクルコスト縮

減の観点から、公園施設の長寿命化に向けた健全度調査を実施いたします。立地適正化計画

策定委員会の委員報酬、旅費、事務費等のほか、計画策定調査実施に係る委託料と有料道路

使用料の使用料及び賃借料のほか、３団体への法令外負担金と８団体へのその他負担金で、

本年度当初予算と比較し160万8,000円の減額となっております。 

  次に、資料８ページ、予算説明書は104、105ページ。 

  ２目幹線道路整備費、ナンバー01幹線道路整備事業につきましては、予算額1,924万

2,000円で、財源内訳の国県支出金は道路整備に係る国の交付金、市債は合併特例債、残り

は一般財源となります。事業内容は、（仮称）篠原地区公園整備と県で実施いたします県道

甲斐中央線の道路拡幅に伴い、公園へのメインの進入路となる市道緑化センター八幡前線道

路改良に伴う設計業務委託、道路改良工事に係る経費のほか、設計積算に係る図書資料の電

子化に伴う使用料と事務費等であります。 

  なお、３月６日に開催されました建設経済常任委員会において、補正予算繰越明許費の説

明をいたしましたとおり、市道緑化センター八幡前線道路改良に伴う設計業務委託は、本年

度、国の交付金の事業対象部門を除き減額した分656万3,000円を、再度、令和５年度当初

予算に計上しております。これらを含め、本年度当初予算と比較し1,225万1,000円の増額

となっております。 

  次に、資料９、10ページ。 
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  ４目公園管理費でありますが、ナンバー01都市公園、市立公園維持管理事業につきまし

ては、予算額１億5,914万2,000円で、財源内訳の国県支出金は都市公園トイレバリアフリ

ー化に係る国の交付金、市債は公共事業等債、その他財源は公園施設使用料、残りが一般財

源となります。主な事業内容は、市内都市公園、市立公園計23件の維持管理経費で、公園

管理消耗品や燃料、光熱水費などの事務費等のほか、委託料は竜王、敷島、双葉、各地区の

都市公園、市立公園の清掃や除草、剪定作業、芝生の土壌改良等の業務委託と、新たに都市

公園利用者の利便性向上とにぎわいの創出、公民連携による新たな魅力発信のほか、市内各

地区にございます、ちびっ子広場や開発内公園と竜王地区の地域いこいの広場の今後の在り

方や活用策の検討に向けたパークマネジメントプランを新たに策定いたします。 

  また、市内都市公園の維持管理業務につきましては、主に公益社団法人峡中広域シルバー

人材センターへ委託しておりますが、おととしの決算審査特別委員会でのご意見を踏まえ、

昨年度、島上条公園の芝生管理業務を試験的に民間事業者へ委託し、令和５年度は信玄堤公

園の市道に接する区域の除草作業を新たに民間事業者へ委託することといたします。 

  このほか、使用料及び賃借料は公園ＬＥＤ照明リース料で、工事請負費は赤坂台総合公園

芝桜花壇改修工事、噴水ポンプ取替え工事、各公園施設の一般工事のほか、先日の建設経済

常任委員会において補正予算の説明をいたしましたとおり、国の交付金措置を受けて実施を

予定しております竜王南部公園・西八幡公園・中下条公園、３園のトイレバリアフリー化工

事、原材料費は公園管理用資機材等の購入費、公課費は公用車の自動車重量税であります。

パークマネジメントプラン策定支援業務委託や公園トイレのバリアフリー化工事に係る経費

を計上したことなどから、本年度当初予算と比較し5,597万3,000円の増額となっておりま

す。 

  次に、資料11ページ、ナンバー02開発内公園等維持管理事業につきましては、予算額

2,998万1,000円で、財源は全て一般財源となります。事業内容は、各自治会の開発内公園

154か所、ちびっ子広場95か所、地域いこいの広場15か所のほか、県と管理協定を結び維持

管理を行っております荒川河川公園と市内公共施設の樹木・街路樹の維持管理経費で、高木

の剪定、樹木消毒、遊具点検手数料などの事務費等のほか、委託料として荒川河川公園、公

共施設及びちびっ子広場の維持管理業務、使用料及び賃借料は桜の開花時期に荒川河川公園

内で設置いたします仮設トイレのリース料であります。 

  このほか工事請負費は、公園の一般修繕工事、原材料費は公園管理用資材等の購入費、備

品購入費は竜王新町６区、町屋区内、ちびっ子広場用ベンチ購入費、補助金は地域いこいの
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広場の設置等に係る補助金であります。 

  なお、地域いこいの広場設置に係る補助金につきましては、昨年の決算審査特別委員会に

おいて委員から制度の在り方についてご意見をいただいたことから、先ほどご説明いたしま

した来年度から予定しておりますパークマネジメントプラン策定において、併せて調査検討

してまいります。 

  各地区のちびっ子広場、開発内公園の修繕、工事や高木の剪定、伐採につきましては、自

治会からの要望のほか、隔年での遊具点検結果に基づき、優先順位を設け実施しております

が、本年度に引き続き集中的に実施することから、本年度当初予算と比較し389万5,000円

の増額となっております。 

  次に、資料12ページ、５目公園建設費、ナンバー01公園整備事業であります。03緑化セ

ンター跡地活用事業は、予算額２億8,607万円で、財源内訳の国県支出金は都市公園整備に

係る国の交付金、市債は合併特例債、残りは一般財源となります。事業内容でありますが、

委員報酬は公園整備アドバイザーへの謝金、旅費につきましては普通旅費等、事務消耗品、

郵送料等の事務費等のほか、委託料として施設内の除草、剪定等に係る維持管理委託、公園

の子育て支援複合施設を中心とした建物部分の設計及びサウンディング業務委託、使用料及

び賃借料は、有料道路使用料、工事請負費として造成工事、駐車場施工工事のほか、園内の

門扉、フェンス、枯損木等の残存物件撤去工事に要する経費を計上し、本年度当初予算と比

較し２億4,241万円の増額となっております。 

  （仮称）篠原地区公園の整備につきましては、これまで活用アイデア募集や市民ワークシ

ョップ等、市民参加による取組を進め、次世代へつなぐ創造の森を整備基本コンセプトとし、

緑化センター跡地の既存樹木や緑を生かしつつ、子育てや学びなど、複合的な機能を有する

施設として整備イメージ案をお示しいたしました。また、本年度は公園の設計業務に向け、

整備イメージ案における諸課題の抽出や整理に向けた設計基礎調査と、これまでの市民参加

の取組を加速化し、公園整備の構想段階から民間事業者等のノウハウやアイデアを活用した

公民連携による効率的な運営維持管理手法について検討するサウンディング型市場調査を行

い、民間事業者、市民、団体などから多くの提案をいただいたことから、２月21日の山梨

県緑化センター跡地活用特別委員会にその成果をご報告したところであります。 

  現在、これらを踏まえ、公園部分の設計及びサウンディング業務に係る事業者を公募型プ

ロポーザル方式にて募集しておりますが、来年度は子育て支援複合施設を中心とする施設部

分の設計及びサウンディング業務と一部工事に着手する計画であります。 
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  なお、当初予算計上いたしました設計業務、一部工事に係る経費につきましては、国の交

付金申請時の概算金額であり、今後、設計及びサウンディング等の成果を基に金額を精査い

たしますが、ゼロカーボンなど、新たな課題への取組のほか、市民から要望の多いカフェ、

レストラン等の事業形態の検討などが求められることから、必要に応じて補正予算等により

対応してまいります。 

  また、本公園は合併特例債の発行期限等を踏まえ、現時点は令和６年度以降、早期の開園

を見込んでおりますが、都市公園事業として活用しております国の交付金の有効活用の観点

から、国の補正予算の活用や工事の細分化等による工期短縮に向けた検討を行うとともに、

継続的なサウンディングを実施し、マネジメント手法の検討のほか、市民の皆様のニーズや

アイデアを取り入れた市民参加の取組により、開園を待ち望む市民の皆様の期待に応えられ

るよう整備を進めてまいります。 

  最後に、資料13ページ、予算説明書は106、107ページ。 

  ７目緑化推進費、ナンバー01緑化推進事業につきましては、予算額1,633万円で、財源は

全て一般財源となります。事業内容でありますが、市民の緑化意識の普及啓発と緑化活動の

推進を図るための経費で、事務費等として市内の花壇、プランターの花の苗、記念樹の購入

経費、郵送料等のほか、通称、コニファー通り、県道甲府南アルプス線廃軌道の榎玉幡地区

商店街などに設置しておりますプランター、コンテナの撤去手数料、委託料は花壇、プラン

ターの維持管理経費であります。 

  また、工事請負費は富竹新田地内、国道20号沿いと県道甲府南アルプス線、開国橋付近

の花壇改修に係る工事の経費、原材料費は花壇の補修材料等、負担金及び補助金は緑化ボラ

ンティア組織、甲斐市花と緑のまちづくり推進協議会への補助と生垣・花壇等の設置補助金

で、本年度当初予算と比較し、事務費等や委託料の見直しを行ったことから64万4,000円の

増額となっております。 

  以上が都市計画課の令和５年度当初予算の概要説明となります。ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  なお、都市計画課については特別委員会の関係もあることから、所管からではなく、どな

たかからでも質問できますので、よろしくお願いいたします。 

  質疑はありませんか。 
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  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 10ページの竜王南部公園・西八幡公園・中下条公園でトイレバリア

フリー化というのがあるんですけれども、この竜王南部公園、男女共用トイレと男性用の小

便器しかなかったのを改善してほしいということで、去年だったかな、言ったんですけれど

も、このバリアフリー化になると男性用、女性用、それとバリアフリーのトイレと３つでき

るということですかね。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおり男女別の洋式トイレと、あと、多目的トイ

レ１基を設置する予定でございます。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんでしょうか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） ７ページの公園長寿命化計画に基づく健全度調査とあるんですが、こ

れちょっと調査の内容、具体的にはどういう調査なんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 公園の長寿命化や日常的な維持管理に関する基本的な方針を

示す計画といたしまして、平成29年に公園の長寿命化計画というものを策定しました。こ

のうち、公園内にありますパーゴラとか、あずまや、フェンス、また、通路とか、あとは擁

壁、トイレ、事務所、倉庫等の施設を５年に一度、点検のほうをさせていただきまして、今

後の修繕計画に生かすといったような内容でございます。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありますか。 

  松井委員。 

○委員（松井 豊君） 細かいことで悪いですが、11ページの真ん中で、荒川河川公園維持

管理業務委託とあるんですが、荒川河川公園にゲートボール場が、たしかあって、コロナの

せいだと思うんですが、草ぼうぼうになっているんだが、ああいうもんの除草なんかは頼め

るんでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 荒川河川公園につきましては、県と維持管理の協定のほうを

締結しておりまして、今、牛句地内の金石橋の下流から中下条の千松橋のところまで甲斐市

のほうで維持管理を行っています。主に、樹木とかベンチ、あるいは公園施設等の清掃、除

草などを市のほうで担当しておりますが、今回、ご質問のあった内容につきまして、また県
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と協議の上、対応のほうを行ってまいりたいというふうに考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） じゃ、所管があれでもいいというんで、12ページをお願いします。 

  特別委員会のことも、緑化センターのことなんですけれども、最後の後ろのほうに工事請

負費１億200万入っているんですけれども、この３つの工事が新年度から行うということで

すよね。一番その残存物撤去工事、今、説明だとフェンスとか門扉等あって、撤去で6,100

万です、これはこれで分かるんですけれども、造成工事と駐車場施工工事、これは我々特別

委員会の中でもいろいろな分野が４か所あるんですけれども、これどこから始めるのか、こ

の内容と場所をちょっとお知らせ願いたいですけれども。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 篠原地区公園の整備につきましては、昨年の９月９日に特別

委員会ですね、市民活用アイディア、それとワークショップを踏まえた市の整備案と、今年

の２月21日だったと思うんですけれども、そちら設計基礎調査及びサウンディング成果と

して、配置イメージ案というものをお示しさせていただきました。 

  今回、工事請負費に計上させていただきました３つの工事につきましては、あくまでも国

の交付金申請の関係で、概算の工事費ということで計上していますので、引き続き、設計と

サウンディング業務を継続していく中で、詳細のほうを決めまして、また、特別委員会のほ

うにご報告のほうをさせていただきたいというふうに考えております。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） 了解しました。 

  概算ということで、そうですよね。でも、ここに、こういう形でのっかっているから聞い

ただけなんですけれども、すみません。こういうことは、のっかっているということは、も

うどこから始めるのかなということだと思いますけれども、もう一点、すみませんけれども、

ここにあります10ページになりますけれども、10ページずっとつながっているんですけれ

ども、９ページから下から３行目の島上条公園の芝生管理業務委託で100万円ぐらいのあれ

があるんですけれども、その中で作業内容が約半年間ということで、今、たまに手作業で取

っているんですけれども、先ほどの説明だと除草剤を使っての作業と言ったように聞くんで

すけれども、この点はどうですか。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） まず、こちらにつきましては除草剤の散布は行っておりませ
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ん。おととしの決算審査特別委員会におきまして、島上条公園の芝生の状況が悪いというこ

とをご指摘いただきまして、本年度から試験的に民間事業者のほうへお願いをしております。

芝生の芝刈り等の回数を、従来７回だったものを10回に増やすなど、そういった委託内容

の見直しを行って、非常に今、状況のよい中でご利用いただいているようなところでござい

ます。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） それでは、関連ですけれども、そのページが進みまして、10ページ

になりまして、上から２つ目の、これは毎年、毎年、芝生のエアレーションと目土散布をし

ているんですけれども、いつも思うんですけれども、これは全部の赤坂台から始まって、芝

生の公園あると思うんですけれども、なかなかこの金額でいいのかなと思うようなことある

んですけれども、今年も、来年度ですよね、大体この金額なんですけれども、今のを含めて

もう少し、特に敷島の総合公園なんかは使いが激しいんで、真ん中のほうはかなり何て言い

ますかね、冬場は休んでいるんですけれども、それ以上に何かいい方法を考えていただきた

いと思うんですけれども、これは要望もあるんですけれども、できれば回答をお願いしたい

んです。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 芝生の状況とか利用頻度を踏まえまして、赤坂台総合公園と

敷島総合公園につきましては隔年、２年に一回、この芝生のエアレーションというものを実

施しております。その他の公園につきましては、そこの２園に比べて利用頻度も少ないとい

うことで、おおむね芝生の状況を見ながら５年に一度程度、実施しているような状況でござ

います。 

○委員長（秋山照雄君） 藤原委員。 

○委員（藤原正夫君） ありがとうございます。というのは、芝生を１回、２回ちょっとまず

いことすると、かなり島上条の防災公園みたいになるんで、八幡公園ですか、あんなにいい

公園造ったんですから、あれだけの芝生のときは、かなり気を遣って手入れをしたほうがい

いと思いますけれども、これは私からの助言ということで、個人的にお願いします。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 12ページの（仮称）篠原地区公園設計・サウンディング業務委託で
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１億7,600万円ってあるんですけれども、これは１者に委託するんですか、それとも複数に

分けて委託されるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） こちらにつきましては、公園の施設部分ということで、主に

子育て支援複合施設とか園内にありますトイレ、管理棟、あと屋根つき広場等の設計・サウ

ンディング業務でございますけれども、事業者募集につきましては、公募型プロポーザル方

式ということを予定しておりまして、今現在その事業者を分けているということではなくて、

これ一体で公募をプロポーザル方式によって発注する計画でございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口和男君） 今現在は分けてということじゃなしに、まとめてやっているというこ

とですね。 

  それと、維持管理委託料ってあるんですけれども、この維持管理委託料というのはどうい

う業者さんがされているんでしょう。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） こちらの維持管理委託料につきましては、主に除草と、あと

高木等の剪定、それと落ち葉の清掃、主にこの３つの業務に分かれておりまして、除草と落

ち葉清掃につきましては、今年度、シルバー人材センターのほうにお願いをして、高木剪定

につきましては、専門の造園の事業者さんが入札に、受注したところでございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほかありますか。 

  若尾委員。 

○委員（若尾彰子君） 今の谷口委員の質問にちょっと関連するんですけれども、（仮称）篠

原地区公園設計・サウンディング業務を、また業者を募集するということで、じゃ、オープ

ン・エーとは違う会社が施設部分のサウンディング調査をする可能性もあるということでし

ょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） おっしゃるとおり、公募プロポーザル方式ということで、広

く事業者を募集しますので、本年度、設計基礎調査とサウンディング業務をお願いいたしま

したオープン・エー以外の事業者が受注する場合もございます。 

○委員長（秋山照雄君） 若尾委員。 
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○委員（若尾彰子君） ちょっとすみません。疑問なんですけれども、公園部分を既に令和４

年度にオープン・エーがサウンディング調査をして、結果も出ています。そこの公園の中の

一部、施設部分も同じ業者がやったほうが、公園の施設との一体感が図られるのかなとも思

うんですが、その辺りいかがでしょうか。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 現在、来年当初予算とは別に公園部分の設計とサウンディン

グ調査を公募プロポーザル方式で募集しているところですけれども、来年度はそういった施

設部分ですね、設計とサウンディング業務も入ってまいります。今回のこの設計業務につき

ましては、本年度、設計基礎調査、設計に向けて諸課題を整備する基礎調査とサウンディン

グの成果を基に、その成果品をまた引き継いで、設計とサウンディング業務に当たっていた

だくということでございますので、特に同じ業者でもなくて、すばらしいご提案をいただい

て、きちんとその公募プロポーザルということで、その審査等を経て、事業者のほうを決定

してまいりたいというふうに考えております。 

○委員長（秋山照雄君） ほかにありますでしょうか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点お願いします。釜無川スポーツ公園維持管理と公園の維持管理と

いうのが、かなり業務委託がされているわけなんですが、以前、ドラゴンパークで多くの高

齢者の方がグラウンドゴルフを楽しまれていて、その脇でシルバーセンターの方が草むしり

をしていたということを見て、私、質問したことがあるんですが、受益者負担ということを

少し考えていただきたいということを申しましたところ、八幡公園がまだできる前の段階だ

ったので、あの公園ができたら、それも考えていきますという、たしか市長答弁があったか

と思いますが、その辺、今どのようなお考えでいるか伺いたいと思います。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） 来年度、この都市公園、市立公園の予算の中で、先ほど来年

度から新たにパークマネジメントプランの策定を行うという説明をさせていただきました。

このパークマネジメントプランというのは、公園の利活用という部分で、今まではどちらか

というと、市のほうでは公園を造ったら、その後、維持管理をして終わりというところで、

どうしても市民参加という部分で欠けていたところがあったと思います。今後は、そういっ

た部分にもちょっとメスを入れて、市民と一緒にこの公園を運営していく。使っていただく

皆様の意見を聞きながら、市民の方にもやはりある程度、そういった部分も求めていくよう
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な取組を我々想定しておりますので、その中で検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） ぜひたくさんの方が、時間的余裕のある方が、グラウンドゴルフを楽

しまれていると客観的には見えます。したがって、そういった方の協力を得て、市政を運営

していくという基本姿勢が大事かと思います。ぜひとも前向きに検討していっていただきた

いと、要望しておきます。 

  以上です。 

○委員長（秋山照雄君） そのほか何か質問ありますか。 

  口委員。 

○委員（ 口孝之君） 12ページの01公園整備事業の中、上から３番目、私も初めてちょっ

と今、見た。甲斐市の中には公園がたくさん幾つもあるんですけれども、公園整備アドバイ

ザー、これは謝礼金ということですかね。アドバイザーというのは何人ぐらいおるんですか。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） このアドバイザーにつきましては、山梨大学の教授の方１名

にお願いをしております。 

○委員長（秋山照雄君） 口委員。 

○委員（ 口孝之君） その山梨大学の教授の方に、内容的にどんなようなことをしたほうが

いいよとかって、具体的にちょっと二、三挙げてもらいたいなと思うんですけれども、どう

でしょう。 

○委員長（秋山照雄君） 大木課長。 

○都市計画課長（大木 康君） こちら公園整備アドバイザーの方につきましては、本年度は、

設計基礎調査、サウンディング業務を実施しておりますので、そういった内容のアドバイス

をいただくほか、特にこの先生につきましては市民協働とか市民参画のある程度、専門の方

ですので、この公園につきましては、これまでも市民参加の取組を進めてまいりましたので、

引き続き、公園を整備して運営維持管理していく中で、どういった形で市民参加をしていく

形がいいのかということも、特にそういった分野でアドバイスをいただいているところでご

ざいます。 

○委員（ 口孝之君） ありがとうございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほか質疑ありませんか。 
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〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ質疑を終了します。 

  これで都市計画課についてを終了します。 

  ここで暫時休憩し、職員の入替えを行います。 

 

休憩 午後 ３時１１分 

 

再開 午後 ３時１３分 

 

○委員長（秋山照雄君） 会議を再開します。 

  次に、４款衛生費、６款農林水産業費並びに８款土木費のうち、上下水道業務課、上下水

道工務課所管の事業について一括で説明を求めます。 

  小松上下水道業務課長。 

○上下水道業務課長（小松利也君） お疲れさまでございます。 

  それでは、上下水道業務課及び工務課が所管いたします一般会計の事業についてですが、

説明は予算参考資料にてさせていただきます。 

  では、予算参考資料ナンバー９の１ページをお願いいたします。 

  予算説明書では84、85ページに掲載されている内容になりますが、４款衛生費、２項環

境衛生費、１目環境衛生総務費、ナンバー16簡易水道事業会計繰出金につきましては、予

算額6,724万8,000円、財源は全て一般財源です。 

  詳細につきましては、簡易水道事業会計の予算審査が後日ございますので、その際に説明

させていただきます。 

  続きまして、その下、ナンバー17小規模水道維持事業につきましては、予算額15万1,000

円、財源は全て一般財源です。事業内容は、千田地区、１つの地区の４世帯６人の水質検査

委託料と郵便料でございます。本来は、小規模水道の管理者である千田自治会において水質

検査を行うものではありますが、小さな集落であり、簡易水道への切替えも難しいというこ

ともありまして、代わりに市が行うものです。 

  ２ページをお願いいたします。 

  予算説明書では86、87ページに掲載されている内容になりますが、４款衛生費、３項清

掃費、１目清掃費、ナンバー08地域し尿処理施設特別会計繰出金につきましては、予算額
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341万8,000円、財源は全て一般財源です。 

  次は、予算説明書では92、93ページに掲載されている内容ですが、６款農林水産業費、

１項農業費、３目農業振興費、ナンバー20農業集落排水事業特別会計繰出金につきまして

は、予算額585万5,000円、財源は全て一般財源です。 

  最後です。予算説明書では104、105ページに掲載されている内容ですが、８款土木費、

４項都市計画費、３目下水道費、ナンバー01下水道事業会計繰出金につきましては、予算

額11億501万3,000円で、財源は全て一般財源です。 

  なお、各繰出金とも、詳細につきましては、各特別会計及び各企業会計の予算審査が後日

ございますので、その際に説明させていただきます。 

  説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○委員長（秋山照雄君） 説明が終わりました。 

  これより説明に対して質疑を行います。 

  先に所管の委員の質疑を行います。 

  所管は建設経済常任委員会となります。 

  質疑はありませんか。 

  金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） １点、１ページのこちらの千田自治会の水質検査委託というところ、

14万9,000円とございますけれども、これ実は、私どもも簡易水道使っていて水質検査、依

頼を出したところなんですが、一応飲料に適合するかどうかを13項目くらい調べればよろ

しいということで依頼しました。その金額が、この金額とあまりにも違うんで、この内容と

いうのかな、検査項目、もっとたくさんの項目をやられているのかどうか、その辺をお聞き

したいと思っています。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀上下水道工務課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 水質検査の項目ですけれども、ほかの小規模水道と同じ

く11項目でやっています。同じです。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 項目が、私の場合、地域の場合は13項目ということで、それだけ調

べれば適不合が分かるということをお聞きしまして、それで依頼してあります。まだ検査結

果が20日過ぎということで、待っているわけなんですが、その金額は１万1,000円くらいな

んですよね、その検査自体、13項目で。これだけお金かけるというのは、かなりの精度と
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いいますかね、違うのかということなんですが。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） 水質検査自体は年間に４回やるものとか１回やるものと

かありますので、その辺の回数で違いが出ているのかもしれません。 

○委員長（秋山照雄君） 金丸寛委員。 

○委員（金丸 寛君） 我々のところは年１回くらいの回数ですが、この金額だと４回くらい

の金額という理解でよろしいでしょうか。その辺がちょっと分からなかったもので。 

○委員長（秋山照雄君） 芳賀課長。 

○上下水道工務課長（芳賀康貴君） はい、おっしゃるとおりだと思います。 

○委員（金丸 寛君） ありがとうございます。 

○委員長（秋山照雄君） そのほか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ所管委員以外の委員の質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（秋山照雄君） なければ質疑を終了します。 

  これで上下水道業務課、上下水道工務課についてを終了します。 

  以上で本日の審査を終了し、散会とします。 

  あしたは午前９時半より再開します。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時１９分 

 


